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巻頭図版 1 調査地より来住廃寺を望む (西 より)



松山市の南東部にある来住台地は、現在、平井谷に水源を発する堀越

川 と小野

'IIに

換まれた地味の肥沃な農耕地 となつています。 この台地上

における近年の継続的な発掘調査により検出された 7世紀を中心 とする

諸遺構は、徐々にその全貌が明らかになりつつあります。

そのなかぜ も特に、国指定史跡来住廃寺跡の西隣に所在する「回廊状

遺構」 と呼ばれる遺構は、昭和62年度の北回廊部分を検出して以来、柱

列が一辺約108mの 方一町四方に並ぶことが確定的 となつています。さら

にその後の発掘調査により、回廊内部の北側中央部で「正殿的建物」の

一部が検出されたことから、この回廊状遺構の性格についての論議が活

発化 してきました。

さて、本書は、平成 4年度に行われた回廊状遺構の南面中央の「門」

に相当する位置を含む、回廊状遺構内部の発掘調査報告書ぜす。 この位

置において、南回廊部分を検出するとともに、その回廊に入脚門が付設

されていることが明らかになりました。また回廊内部において、南北10

間、東西■間のL字形に折れ曲がる棚列を検出しています。

本書の刊行にあた り、当遺跡の発掘調査についてご指導 。ご協力を頂

きました関係者各位、ならびに関係機関に厚 くお礼申し上げます ととも

に、今後 とも埋蔵文化財の発掘調査に関 して、よリー層のご協力をお願

い申し上げます。

さらに本書が、松山市民をはじめ多 くの方々に、埋蔵文化財に対する

理解向上 と調査研究のために、ど活用いただければ幸いです。

平成 8年 6月 20日

財団法人松山市生涯学習振興財団

理事長 田 中 誠 一
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例

1。 本書は、松山市教育委員会・松山市埋蔵文化財センター及び財団法人松山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センターが平成 4年 4月 ～平成 5年 1月 に松山市来住町833・ 844・ 845番地内で実施 した埋

蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構の実測は、西尾幸則の責任のもと、水本完児、小笠原善治が中心に行つた。遺構の撮影は、

西尾幸則、大西朋子が行つた。

3.遺構は、呼称を略号で記述 した。棚列 :SA、 掘立柱建物址 :掘立、上坑 :SK、 溝 :SD、 柱

穴 iSP、 性格不明遺構 iSXぜある。

4.遺物の実測及び掲載図の製図は、西尾幸則の指示のもと、宮内慎一、水本完児を中心に志賀夏行、

岡本邦栄、森田利恵、中村紫、生鷹真弓、古角優子他が行つた。なお、石器の実測は加島次郎が行

った。

5.掲載の遺構図 。遺物図は、各スケー7L/下 に縮尺を表記 した。

6.本書に使用 した方位は、すべて真北である。

7。 写真図版は、調査担当者の指示のもと、遺物の撮影は大西朋子が担当し、図版作成は担当者 と協

議のうえ大西朋子が行つた。

8。 本書の執筆は、宮内慎一、水本完児が行い、西尾幸則、橋本雄一両氏の助言を得た。浄書は白石

公信の協力を得た。

9.編集は宮内慎―が担当し、校正においては水本完児の協力を得た。

10。 本報告書にかかわる遺物・記録物は、松山市立埋蔵文化財センターで保管・収蔵 している。

H
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第 I章 は じ め に

1.調査に至る経過

1990(平 成 2)年 7月 、三好鉄己氏より松山市来住町833・ 844・ 845番地内における専用住宅建設に

あたり、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出

された。申請地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『No127 来住廃寺跡』内にあた り、周知の遺

跡 として知 られている。当地は松山城の南東約4.5km、 洪積台地からなる来住舌状台地西端近 くに立地

する。来住台地一帯は、来住廃寺を含め古代久米郡の政治的中枢地域 として注目される地域ぜある。

これまでの調査で、来住廃寺に先行する建物 と考えられる回廊状遺構の存在が確認されている。 と

りわけ回廊状遺構の南面は、昭和53年度の第 3次調査において南東部、昭和63年の第 7次調査におい

て、南西コーナーが確認されており、当地はそれらの延長線上に位置する。特に、 7次調査地の一部

が今回の申請地 と重複 していることや試掘調査の結果などから、遺跡の存在は確実視された。

この結果を受け、申請者 と文化教育課の二者は遺跡の取 り扱いについて協議を行い、住宅建設によ

り失われる遺構・遺物に対 し、記録保存のため発掘調査を実施することとなつた。

発掘調査は国指定史跡「来住廃寺」に関する寺域確認及び、回廊状遺構の確認を主目的 とし、働松

山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体 となり、申請者の協力のもと1992(平成 4)年 4月

7日 に開始 した。

修)

2.組 織

調査組織

調 査 地  松山市来住町833・ 844・ 845番地

遺 Prl名  来住廃寺19次調査地

調査期間  1992(平成 4)年 4月 7日 ～1993(平成 5)年 1月 31日

調査面積  1,863.95m2

調査協力  三好 鉄己

調査担当  西尾 幸則 〔現 松山市教育委員会文化教育課 主幹補兼文化第 2係長〕

水本 完児

小笠原善治

千U行組際費〔平成 8年 6月 20日 現在〕
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第 II章 遺 跡 の 概 要

1.地理的環境 悌 1図 )

松山平野は伊予灘 と餡灘 とに挟まれた高縄半島の南西部に位置する。この平野は、石手川 と重信川

という二大河川の解析活動により形成された沖積平野である。 2つ の河川は高縄山地 と石鎚山に水源

を発 し、解析谷を形成 しながら平野部へ流れ出し、扇状地を形成する。本遺跡が所在する松山市来住

町周辺には小野川、川付川、前川、内川などの大小河川が流れている。そのうち、小野川は平井谷に

水源を発し、平井町付近で扇状地を形成 しながら、やがで石手川に合流する。この台地の北辺を平井

谷に水源を発する堀越川が流れ、南辺を流れる小野川 と合流する。この二河川に挟まれた地域は舌状

に形成されていることから、来住舌状台地 とも呼ばれている。

地質学的には、段丘堆積物で形成される洪積台地に、小野川から流れ出た扇状地堆積物が覆いかぶ

さるような格好で、本台地は形成されている。

山地・丘陵

高中仕段丘

低位段丘

浜堤・砂丘

自然堤防

沖積低地

第 1図  松山平野の地質図
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歴 史 的 環 境

2.歴史的環境 (第 2図 )

松山平野西部を流れる小野川と堀越川に挟まれた洪積台地は来住舌状台地 と呼ばれている。この台

地上には国指定史跡の来住廃寺跡の他、縄文時代から中世に至る遺跡が近年、多数発見されている。

旧石器 時代

当地域にID・ ける旧石器時代の遺物は、ナイフ形石器などが数点検出されているが、遺構に伴うもの

ではなく、当時の社会環境などの復元には至っていない。

縄文時代

縄文時代の遺跡は後期から晩期に限られる。後期では久米窪田森元遺跡 〔栗田茂敏 1989〕 の土坑

から後期後葉の上器群が出上しており、この時期の資料としては貴重なものといえる。晩期ぜは台地

南西部の南久米片廻 り遺跡 2次調査〔松村 淳 1991〕 において、晩期後葉の上器が検出されている。

松山平野北部の大淵遺跡出土資料に後続する段階のものとして考えられている。

弥生時代

前期 :久米高畑遺跡 5・ 9次調査 〔宮崎泰好 1989・ 池田 学 1991〕 では前期前半の上器が出上し

ている。後半には検出遺構が増加し、前述の久米高畑遺跡 9次調査検出の竪穴式住居址からは前期末

の土器が出上しているほか、来住V遺跡 〔吉本 拡 1981〕 では、環濠状遺構が検出されている。

中期 :久米窪田遺跡では竪穴式住居址や上坑・土竣墓など前葉まぜの資料が検出され、台地西方にま

で集落の広がりがうかがわれる。後半になると、古屋敷C遺跡 〔梅木謙- 1992)では、L字状に屈

曲する溝が検出され、溝内から中期後半から後期初頭の上器が集中して出土している。また、来住廃

寺遺跡15次調査 〔西尾幸則 1993〕 では完形の上器が多数出土するなど、集落構造解明や土器編年研

究において充実をみせている。

後期 :来住遺跡 〔小笠原好彦 1979〕 では、竪穴式住居址や土坑・土渡墓が確認されているほか、福

音小学校構内遺跡 〔梅木謙―・武正良浩 1995〕 においても大規模な集落が確認されている。

このように、当地域は弥生時代を通して集落が継続的に営まれていたことが推測される。

古墳時代

来住台地周辺には後期古墳が集中して存在する。平野部ぜはニツ塚古墳や波賀部神社古墳、タンチ

山古墳などの大規模な前方後円墳が出現する。丘陵部においては、近年、かいなど古墳や平井谷古墳

1号墳 〔田城武志 1992〕 などの発掘調査が行われ、集落とのつながりを考えるうえで貴重な資料が

揃いつつある。

集落 :台地の西側で検出事例が多い。久米高畑遺跡 5次調査では、中期末の竪穴式住居址が検出され

ているほか、後期では来住廃寺17次調査にabhい て7世紀前半頃の竪穴式住居址を確認している。
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遺 跡 の 概 要
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4久米高畑遺跡(7次 )  8来 住廃寺(15次 )  12か いなど古墳

第 2図 来住・久米地区の主要遺跡分布図 (S=1:50′ 000)
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歴 史 的 環 境

古 代

久米高畑遺跡 7次調査 〔西尾幸則 1989〕 ぞは「久米評」線刻の須恵器が出上し、 7世紀中葉まぜ

遡る可能性が高い「久米評衡」の存在が確実視されている。また、約109～ 110m四方 (方一町)規模の _

区画溝で囲まれた「回廊状遺構」が存在する。 7世紀後半の斉明天皇の「石湯行宮」に比定する説も

有力である〔松原弘宣 1991〕 。なお、回廊状遺構は自鳳期の寺院である「来住廃寺」に先行するもの

と考えられている。これらのことから来住廃寺跡を含め来住台地一帯は古代久米器の中心地であった .

ことがうかがわれる。

中 世

鷹ノ子遺跡 〔宮本一大 1989〕 ぜは、地境の溝などが確認されるなど、近年調査事例が増加しつつ

ある。特に土器研究においては関心が高まつており、来住台地の中世資料は大いに注目されるものと

なつた。

【文献】

栗田 茂敏 1989 「久米窪田森元遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報H』 松山市教育委員会

松村  淳 1991「南久米片廻り遺跡 2次調査」『松山市埋蔵文化財調査年報Ш』松山市教育委員会 ,松山市立埋蔵文

化財センター

安崎 泰好 1989 「久米高畑遺跡 5次調査」『松山市埋蔵文化財調査年報H』 松山市教育委員会

池田  学 1991「久米高畑遺跡 9次調査」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』松山市教育委員会 。松山市立埋蔵文化財

センター

吉本  拡 1981「来住V遺跡」『一般国道■号松山東道路関係遺跡埋蔵文化財調査報告H』 愛峨県教育委員会・卸愛

媛県埋蔵文化財調査センター

梅木 謙- 1992「久米窪田古屋敷C遺跡」『来住・久米地区の遺跡』醐松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

西尾 幸則 1993 『来住廃寺遺PTh第 15次調査報告書』松山市教育委員会・卸松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財セン

ター

小笠原好彦 1979 『来住廃寺』松山市教育委員会

蟹雀 啓罹 1995 
『福音小学校結内遺跡一弥生時代編―』鰯松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財セン芽―

森  光晴 1986 「波賀部神社古墳」「ニノ塚古墳」『愛媛県史 資料編 考古』愛媛県史編纂委員会

田城 武志 1992 「平井谷 1号墳」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅳ』側松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

西尾 幸則 1989 「久米高畑遺跡 7次調査」『松山市埋蔵文化財調査年報H』 松山市教育委員会

松原 弘宣 1991 「熱田津 と古代伊予国～久米地域を中心に～」松山市考古館第 1回講演会『熱田津と来住台地～ 7

世紀における西瀬戸内海地域～』

宮本 一夫 1989 『鷹ノ子 。構味遺跡の調査』愛媛大学埋蔵文化財調査室

-5-



第III章 調 査 の 概 要

1.調査の経過 (第 3図 )

1967(昭和42)年、大山正風氏により来住廃寺 1次調査が行われて以来、現在までに数多 くの寺域

調査が実施されている。1次調査では来住廃寺の塔基壇が確認されている。2次調査以降、一辺約108

m四方 (方一町)規模の区画溝 と、回廊状遺構を検出している。回廊状遺構は昭和52年度、 2次調査に

て東面回廊を、昭和53年度の 3次調査では、東面回廊の延長 と南東コーナー部分を検出した。昭和62

年度、 5次調査では北面回廊及び北西ヨーナーの一部を検出し、昭和63年度、 7次調査では南東コー

ナー及び南面回廊の一部 (本調査 と重複)を検出した。

最近では、平成 5年度、23次調査にて西面回廊の一部を検出している。この調査ぜは、一部柱穴の

建て替えが行われていることが判明している。また、区画溝についても回廊状遺構 とともに検出され

ている。

調査は1992(平成 4)年 4月 7日 から1993(平成 5)年 1月 31日 までの約10カ 月間を費やした。調

査の進行上、調査地内を4つの地区に区分 した。調査地の西半部を北から順に 1・ 2・ 3区、東半部

を4区 と呼称 した(第 4図 )。 そのうち4区 については国庫補助対象事業ぜある。各調査区の調査面積

や調査期間等は表 1に 記す。なお、各調査区において検出した遺構 。遺物等が重複する場合があるた

め、本稿では各調査結果をまとめて、 1遺跡の調査 として報告を行 う。

表 1 調査区一覧

調 査 区 名 1区 2区 3区 4区

事  業  名 民間 民間 民 間 国庫補助

調査面積 (m2) 207.06 245.02 218.12 440.36

調 査 期 間 平成 4年 4月 9日
～同年 9月 30日

平成 4年 4月 9日
～同年 9月 30日

平成 4年 4月 9日
～同年 9月 30日

平成 4年 8月 30日

～平成 5年 1月 31日

2. 層   イ立 (第 5～ 8図、図版1)

調査地は小野川右岸に開かれた来住舌状台地の西端付近、標高39m前後に立地する。調査以前は耕地

整備された水田ぜあつた。調査対象面積は1,863.95m2であるが、排土置き場等のため実際の調査面積

″よ1,110m2余 りである。

基本層位は第 I層表上、第H層茶褐色土、第Ⅲ層灰褐色土、第Ⅳ層暗灰褐色上、第V層責褐色上で

ある。

第 I層 近現代の造成に伴 う客土及び、水田耕作上である。地表下15～ 60clnま で開発が行われて

いる。

第Ⅱ層 水田耕作に伴 う床土である。厚さ 5～ 15clnを 測 る。

第Ⅲ層 調査地北西隅、南西部及び南東部に検出された。部分的に検出された土層で厚さは 5～

10cm程度である。遺物は土師器・須恵器小片が少量出上 している。門を構成する柱穴上
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位層

面には本層が覆 う。

第Ⅳ層 調査地南西部のみに検出された。粘性の強い土壊で厚さ5～ 10cln程度を測る。遺物は弥

生上器・土師器 。須恵器などを包合する。

第 V層 ややシノント質の上壌である。調査地北東部や中央部付近では第 I層下に第V層 が検出さ

れた。本層上面は調査における遺構検出面である。本層上面の標高を測量すると調査区

北西部が最 も高 く南東部に向けてわずかに緩傾斜をなす (比高差約10cm)。

22次 調
A地区

Ｆ
子
達

国

圃

圏

地査

――
‐
調
‐
‐

3次

第 3図 調査地位置図

14次調査地
I A地区 |
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調 査 の 概 要

遺構はすべて第V層上面での検出である(第 9図 )。 回廊状遺構、門、棚列 2基、掘立柱建物址 3棟、

溝 7条、土坑と5基、性格不明遺構 1基、ピット659基 (回廊、門、棚冽、掘立柱建物柱穴を合む)他で

ある。ただし、検出された遺構はその深さなどから判断すると、本来は第Ⅳ層以上の層から掘り込ま_

れた可能性が高い。

遺物は遺構内及び包合層中からの出土ごあり、弥生上器 (前期末～後期)、 土師器 (古墳～中世)、

須恵器 (古墳～古代)、 陶器 (近世)、 瓦 (古代)の はか石庖丁・石鏃・石斧等である。

なゃ、調査に際して回廊状遺構をはじめとする主要な遺構については、基本的に半裁するにとどめ

全掘は行つていない。これは調査地内に予定されている住宅建設が、lm以上盛土されたうえで実施さ

れることが調査以前から確認されていたため、遺構の保存という観点よりとられた方法である.。 ただ

し、遺物の出上が予想された土坑や溝に関してはほぼ全掘している。

また、調査に先立ち、調査区内を3m四方のグ

'ッ

トに分けた。これは、国家座標第Ⅳ座標系に基づ

く地区割りに準ずるものである。

なお、土層図に記載されているポイントPA～ PFは第 9図 にポイント位置を提示している。

第 4図 調査地測量図

来仁廃寺|

1玖調査地
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遺 構 と遺 物

3.遺構 と遺物

〔1〕 古代の遺構と遺物

本調査において検出された古代の遺構は、回廊状遺構、門、棚列、掘立柱建物址、性格不明遺構他

ぞある。すべて第V層上面での検出ぜある。

(1)回廊状遺構・門

本調査において回廊状遺構 (以下、回廊)の南面及びそれに付随する門を検出した。これまでの調

査において回廊の南東コーナーは 3次調査、南西コーナーは7次調査の際に確認されているが、今回

これに続 く13間分を検出した。

回廊 (第 12図、表 2～ 5、 図版 3・ 4)

回廊は調査区南側 L23～ L37区に位置する。門より西側ぜは外側柱列、内側柱列それぞれ13間分 (柱

穴14基)を検出し、門の東側からも回廊 となる柱穴 をそれぞれ 1基ずつ検出している。

外側柱列は全長23.6m、 内側柱列は全長約23.7mを 測る。外側柱列については、各柱穴は方形～長方

形プランを呈 し、長さ0.56～ 0.96m、 幅0.51～ 0.74m、 深さは検出面下14～ 30clnを 測る。柱痕は径17～

24cm、 深さ14～ 37clnを 測る。柱穴埋土は、黒褐色土を基調 とし、外側柱列柱穴15基のうち6基 (SP

2・ 3・ 5～ 7・ 10)は柱穴埋上下位にて黄色上が混入する。各柱穴間は最小で1.54m、 最大で2.06m

を測るが、1.8～ 1.9m前後のものが、そのうちの 7割を占めている。

内側柱列については各柱穴は円形～楕円形プランを呈 し、径0.32～ 1.Om、 深さは検出面下13～ 24cm

を測る。柱痕は径16～ 22cm、 深さ14～ 27claを 測る。柱穴埋土は、外側柱列 と同様に黒褐色土を基調 と

し、 8基 (SP4・ 7・ 8。 10～ 12・ 14・ 15)は 黄色上が混入する。各柱穴間は最小で1.62m、 最大で

1.98mを測る。

柱穴の並びについては外側柱列がほぼ一直線上 になるのに対 し、内側柱列は直線上からはずれるも

のがいくつかみられる。また外側柱列 と内側柱列 とを結んだ柱穴間の距離 も最小で1.8m、 最大ぜ2.46

mと かなり幅があリー定 していない。加えて、外側柱穴から内側柱列の柱穴をみた場合、直交せず内側

柱列の柱穴がやや方向を東へ振つているものが多い。回廊の方向は真北より約 4°東に振つている。

遺物は内側柱列の柱穴内からは、土師器、須恵器片が出上 したが、ほとんどが細片である。夕MI柱

列の柱穴内からは弥生土器・土師器・須恵器片が出上 しているが、弥生土器については流れ込みによ

るものであろう。小片ではあるが数点掲載 した (第 11図 )。

門 (第 10図、表 6、 図版 5)

調査区南東隅L24～ N28区 に位置する。建物南側は一部調査区外に続 く。 3× 2間の建物址で規模

は桁行長9.12m、 梁行長6.4mを 測る。各柱穴は、円形 もしくは方形プランを呈 し、長軸0.62～ 1.56m、

短軸0.60～ 1.Om、 深さは検出面下11～ 38cHlを 測る。柱痕径は20～ 42om、 深さ10～ 37clllを 測る。

特に、門の中央部柱穴 S P10～ 13の 4基は他の柱穴が深さ11～ 19cmで あるのに対 して深さ30～ 38cm

となり掘 り方が深 くなっている。

また、門を構成する柱穴は柱掘 り方及び柱痕共に、回廊を構成する柱穴に比べて一回り大きくなっ

ていることに気づ く。柱穴埋土は回廊の埋土 とはわずかに異なり、暗褐色上を基調するが、SP2・

9～ 11の 4基は埋上下位に黄色上が混入するものである。門の方向も回廊 と同様、真北より約 4°東に

振つている。
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調 査 の 概 要

遺物は弥生土器・土師器・須恵器の小片が出土 している。図化 しうるものを第11図 に掲載 した。

出土遺物 (第■図、図版14)

1・ 2・ 4・ 5は 回廊出土品である。いずれも外側柱列の柱穴掘 り方からの出上である。 1・ 2・

4は SPl、 5は SP2出土品である。 1は須恵器郷蓋である。日縁部小片でわずかに稜をもつ。 2

は須恵器不身。たちあがりは欠損 している。4は弥生土器の甕形土器の底部片である。上げ底を呈 し、

外面にヘラミガキ調整を施す。 3・ 6・ 7は門出土品である。 3は S P12出上の須恵器不身小片。た

ちあが りは内傾 し、端部は丸 く仕上げている。 6。 7は SP2出上の弥生土器の底部である。
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遺 構 と 遺 物

時期 :小片ではあるが、回廊及び門を構成する柱穴内から須恵器不蓋や不身片が出上 した。この種

の遺物は現在、絶対年代の特定は難 しいが、概ね 7世紀以降は下 らない。回廊及び門はこれまでの調

査成果 と同様に来住廃寺創建以前の建物 と考えられる。

修)柵 列 (SA)
調査において柵列を2条検出した。いずれも第V層上面での検出である。

SAI(第 13図、表 7・ 8、 図版 5)

調査区北壁から東壁、 6AKA一 G Y 31区から6AKA一 H 123区 にかけて検出した。調査区

ほぼ中央部H32区で「L」 字状に折れ曲がる棚列で、D32～ G32区の間で一部、性格不明遺構 SXl
と柱穴が重複する。切 り合いよりSAlが SXlに 先行する。 SXl壁面及び床面にてSAl柱穴 と

思われる2基の柱穴を検出している。北壁から調査区中央部まで南北10聞分 (推定)、 調査区中央部か

ら東壁まで東西11間分を検出した。規模は南北検出長約22.9m、 東西検出長約25,Omを 測る。

棚列を構成する柱穴は円形 もしくは方形状プランを呈 し、規模は径0.52～ 1.■m、 深さは検出面下12

～30cmを 測る。柱痕は径18～ 30cal、 深さ12～ 25clnを 測る。柱穴埋土は暗灰褐色土を基調 とし、責色土

が斑点状及びブロック状に混入するものである。柱穴間は、最小で1.8m、 最大で2.8mを 測る。南北 と

東西の柱穴間隔を比較すると、東西は一部の箇所を除き約2.2～ 2.3mでほぼ等間隔に並んでいるのに

対 し、南北はやや間隔にばらつきがみられる。SAlの方向は回廊状遺構 とほぼ同じ方位をとり、真

北より約 4°東に振つている。遺物は柱穴の柱掘 り方内より弥生土器・土師器 。須恵器片が数点出上 し

ている力S図化 しうるものはない。

時期 :柱穴内からは時期を特定 しうるような遺物の出土は見られなかった。切 り合い関係より性格

不明遺構SXl(来 住廃寺創建時)に先行することなどから来住廃寺創建以前の建物であろう。

SA2(第 14図、表 9、 図版 6)

調査区北部 6AKA― G Y32区から6AKA― H A36区に位置する。遺構西側及び北東部は調

査区外に続 くもの と考えられる。東西 6間分 (柱穴 7基)を検出した。遺構の全容はわからないが、

本稿では概列 として報告する。規模は検出長約11.4mを測る。各柱穴は円形 もしくは方形状プランを呈

し、径59～ 91cln、 深さは検出面下12～ 20cmを 測る。柱痕径は12～ 28cm、 1条 さ18～ 24cmを 測る。柱穴埋

土は灰褐色土を基調 とするが、一部黄色土が混入する柱穴がある。柱穴間は約1.7～ 2.Omを 測る。SA

①

H  38′ 700m

I灰褐色土

2黄色土

o                              5m

(S=|:100)

第 14図  柵列 SA2測 量図
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調 査 の 概 要

2の方向はほぼ真北に等 しい方位をとる。柱穴内からは弥生土器、土師器、須恵器の細片が少量出土

している力S、 図化 しうるものはない。

時期 :第 I層が柱穴を覆っており掘 り方は不明であることや柱穴内からの遺物が僅少であることな

どから、明確な時期比定は困難である。柱穴埋土や遺構の方向が回廊やSAlと は異なることから、

これらの遺構 とは時期を隔てるもの と思われる。建物の方向性から考えると掘立柱建物址 (来住廃寺

存続期)と ほぼ同じ方位をとっており、概ね、掘立柱建物存続時期である来住廃寺存続期の遺構の可

能`陛力
'あ

ると考えている。

儒)掘 立柱建物址

掘立 |(第 15図、図版 6。 7)

調査区北西部A34～ D36区 に位置する。遺物西側は調査区外に続 くものと考えられる。 4× 2聞以

上の建物址ぞほぼ真北に等しい方向をとる。規模は南北8.8m、 東西検出長7.3mを 測る。柱穴間は東西

尋

,暗灰色土

2黄色土

o                              5m

(S=|:100)

第 15図 掘立 I測量図
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遺 構 と遺 物
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調 査 の 概 要

2.8m、 南北2.2～ 2.3mを 測る。各柱穴は円から方形を呈 し、径35～ 70cln、 深さ15～ 30clnを 測る。柱痕

径は17～ 24clll、 深さ12～ 39cmを 測る。柱穴埋土は暗灰色土である。柱穴内からは弥生土器、土師器、

須恵器片のほか柱穴床面付近にて平瓦片が 2点 出土 している。

出土遺物 (第 17図、図版14・ 15)

上師器 (8～ 11)

8・ 9は土師器不である。 8は日縁中位でわずかに段をなし器壁は薄い。 9は 日縁部は内湾 し、日

縁端部は九 く仕上げる。10～ 13は 土師器皿である。10は 日縁端部内面はわずかに肥厚する。11は 日縁

中位で屈曲するものである。

須恵器 (14～ 16)

14・ 15は須恵器不蓋である。14は 天丼部からなだ らかなカーブを描 き日縁端部は尖 り気味に丸 く仕

上げる。日縁端面はわずかに面取 りされる。16は須恵器JThで ある。円盤高台が付 くものぞ、底部の切

り離 しは回転ヘラ切 り手法による。

瓦 (17・ 18)

17・ 18は S P67、 SP7壁面出上の平瓦片ぜある。桶巻き作 りにより製作されており、両者 ともに

凸面には網縄叩きを施 している。凹面には布目痕を残す。焼成は17は 色調が暗灰色を呈 し硬質ぜある

のに対 し、18は 乳白色を呈 し、やや焼 きがあまいものである。

時期 :柱穴壁面出上の平瓦が時期特定に有効な資料である。その特徴などから来住廃寺存続期の建

物址 と考えられる。

掘立 2(第 16図、図版 6・ 8)

調査区北西部B35～ C36区 に位置する。建物西側は調査区外に続 くものと考えられる。建物北東隅

は土坑SKlを切つている。 2× 2間以上の建物址で、ほぼ真北に等 しい方位をとる。規模は東西検

出長5.8m、 南北3.9m、 柱穴間は東西2.2m、 南北1.9～ 2.Omを 測る。各柱穴は円～楕円形を呈 し、規

模は径30～ 60cm、 深さ10～ 30cm、 柱痕径は13～ 20cm、 深さ9～ 20cmを 測る。柱穴埋土は掘立 1と 同様

の暗灰褐色土である。柱穴内からは弥生土器・土師器・須恵器・瓦片などが出上 している。そのうち

S P99内 からは須恵器のほか柱痕内に平瓦片が敷かれた状態ぞ出上 している。

出土遺物 (第 18図、図版15)

19・ 20は須恵器の写である。19は 日縁下位で屈曲し、日縁部は直立する。20は 高不形土器の不部。

不中位で屈曲し日縁部はやや外反する。21は S P99柱痕内出上の平瓦片である。凸面には斜格子叩き

を施す。凹面には布目痕、糸切 り痕を顕著に残す。色調は灰色を呈 し、焼成は硬 く焼かれている。

時期 i S P99柱痕内出上の平瓦が時期特定に有効な資料である。その特徴から来住廃寺存続期の建

物址 と考えられる。

掘立 3(第 16図、図版 6)

調査区北部A31～ B33区 に位置し、一部建物柱穴が上坑 SK2を切つている。建物北東及び北西隅

は柱穴が重複するが切 り合い関係は判断 しかねた。建物はほぼ真北に等 しい方位をとる。 5× 1間の

東西棟で、規模は桁行長8.3m、 梁行長3,7mを 測る。柱穴間は桁聞2.0～ 2.3mを 測る。各柱穴は円～楕

円形を呈 し、規模は径25～ 45cal、 深さ20～ 30clnを 浪1る 。柱痕径は10～ 20cal、 深さ9～ 30clllを 測る。柱

穴埋土は掘立 2と 同様の暗灰褐色土ぜある。柱穴内からは弥生土器、土師器小片が少量出土 している

が図化 しうるものはない。
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第 18図  掘立 2出上遺物実測図

時期 :出土遺物が僅少で明確な時期判断はしかねるが、柱穴埋土や方向性などを含めて掘立 2と 同

時期の建物址の可能性が考えられる。

但)性格不明遺構 (SX)
本調査において大型で不定形な土坑状遺構を 1基検出した。本稿では性格不明遺構 SXlと して報

告する。

SXI(第 19図、図版 8～ 10)

調査区中央北西寄 りD31～ G33区 に位置する。遺構西壁は土坑SK4を、南壁は上坑SK3を切つ

ている。遺構南東部は調査区外に続 く。遺構中央部は概列SAlと 重複するが切 り合いよりSAlが

SXlに 先行する。

平面形は不整の方形を呈 し、規模は東西検出長11.Om、 南北8.8m、 深さは30clll前後を測る。埋土は

遺構上位に灰責褐色上が部分的に覆 うが、概ね、暗褐色上である。断面形は皿状を呈する。床面は遺

構中央部及び南西部にて凹凸がみられることなどから複数の遺構が重複 している可能性 もある。

遺構北壁及び中央部床面にて、概列SAl柱穴を検出した。埋土はSXl埋土にやや灰色が混入す

るものである。その他、床面にて大小 8基のピットを検出したが、本遺構に伴 うものかは判断できな

かった。

遺物は埋土中及び床面付近から、弥生土器。上師器・須恵器。瓦類などが出上している。 とりわけ、

瓦類は遺構北東部床面付近に集中して出上 している。出土状況などから一括投棄されたもの と考えら

調 査 の 概 要
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遺 構 と遺 物

れる。

出土遺物 (第20～25図、図版16～ 21)

瓦 (22～ 33)

22は軒丸瓦片である。残存状況から推測すると10弁 もしくは■弁の単弁 (素弁)蓮華文軒丸瓦であ

ろう。瓦当外縁に圏線を 1重 めぐらす。焼成はやや焼 きのあまい淡黄褐色を呈する。23・ 24は重弧文

(3重弧か)軒平瓦である。瓦当の施文はヘラ状工具によるヨヨナデを施 した簡単なものぜある。両

者 ともに粘土板桶巻き作 りで製作されている。凹凸面に糸切 り痕を残 し、凸面側には叩きを施 した痕

跡はなく横方向にナデイタで平滑にされている。23の凹面内側の左右には分割界線 (棒痕跡)が残る。

左右 ともに瓦当面から約 8 olnの 所ぞ止まっている。瓦の大きさを復元すると、桶巻きの 4等分の大き

さに相当する。25～ 28は平瓦でわる。凸面は25・ 26が斜格子叩き、27は格子叩きを施す。28は叩き目

をナデ消 している。凹面側にはいずれも布目痕、糸切 り痕を残す。焼成は27は灰色を呈 し良好である

が、それ以外は焼きのややあまい淡灰～淡黄褐色を呈する。29・ 30は隅木蓋瓦ぜある。平瓦を転用 し

＋
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調 査 の 概 要

た平蓋式のもので、平瓦の狭端部を

両面か ら打 ち餘いて製作 されてい

る。釘穴は穿たれていない。凸面側

は29が格子叩き、30は斜格子叩きを

施す。凹面側には布目痕、糸切 り痕

を施す。31・ 32は行基式の丸瓦であ

る。凹面側には強い糸切 り痕が存在

するが、凸面側には叩きの痕跡は見

られない。33は英斗瓦である。凸面

に斜格子叩きを施すもので、桶巻き

作 りで製作 した平瓦を半稜 したもの

である。

排ゞ∴
41二

'|
22

0               5               10Cm

(S=I:3)

第20図  SXI 出上遺物実測図 (1)
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第21図  SXI出 土遺物実測図 (2)
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o             lo             20Cm

(S=I:6)

SXI出 土遺物実測図 (3)
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遺 構 と遺 物

第23図  SXI出 上遺物実測図 (4)

o              lo              20Cm

(S=1,6)
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調 査 の 概 要
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0             1o             20Cm

(S=I:6)

第24図  SXI出 土遺物実測図 (5)
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遺 構 と遺 物

須恵器 (34～ 38)

34は須恵器不蓋、35～37は不身である。34は天丼部 と日縁部の境の稜は消失する。35はたちあが り

が比較的高 く端部は内傾する。36・ 37はたちあが りは低 く内傾 し、端部は丸 く仕上げるものである。

38は甕の口縁部片ぞある。外反する日縁部で日縁下に丸味のある断面三角形状の凸帯を貼 り付けする。

いずれも小片であり、埋土中位出土品である。

弥生土器 (39～ 49)

39は甕形土器の日頸部片。貼 り付けによる日縁部成形で日縁上面に2条 1対の山形文を施す。40・

41は重形土器の日縁部片ぞある。40は複合日縁重で日縁部外面に2本 1対の櫛描 き沈線文を横方面に

(s=|:3)

＼ユ ゴ
47

0

(S=|:4)

第25図  S× !出 土遺物実測図 (6)

49

lo                   20Cm
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調 査 の 概 要

4条、縦方向に2条施す。日縁端面は面取 りされる。42～ 44は高不形土器の脚部片。42は柱部内面に

しばり痕を顕著に残す。郷底部は組み合わせ技法によるものである。43。 44は脚裾部片。43の外面に

は細かなミガキ調整を施す。44は脚裾部に 3条、脚端部面に 1条の凹線文を施す。裾部上部には二等

辺三角形状の沈線文を2条施す。搬入品であろう。45～ 48は甕形土器、49は重形土器の底部ぜある。

いずれもが小片であり埋土上位からの出上であるため、これら弥生土器は流れ込みの可能性が高い。

時期 :遺物の出土状況などから、床面付近出上の瓦類が時期特定に有効な資料である。これら瓦類

は来住廃寺創建当初に使用されたもの と考えられることから、本遺構 も来住廃寺創建当初、 7世紀末

頃の遺構 と考えられる。

(働 溝

本調査において、回廊を取 り囲む区画溝 と思われる溝の一部 (SD3)と 、古代の遺構 と切 り合 う

溝 3条 (SDl・ 2・ 7)が検出された (第 9図、図版10)。

溝 SD3は調査区南西隅M34～ N86区 に検出されたものぜ、溝東端は消失 している。埋土は灰褐色

土ぜある。回廊外側柱穴からSD3ま では約 4mの幅の空間が存在する。SD3底面にて溝状になる凹

みを検出したが、遺構埋上が類似することから、SD3に 関連するもの と判断した。位置的に判断す

ると、回廊の南東及び南西コーナーで確認された区画溝の延長線上にあたることなどから、回廊を取

り囲む区画溝であろうと考えられる。溝内からは遺物の出土はない。

溝 SDlは、回廊に切 られ、土坑 S K18(弥生時代)を切 り、SD2と 重複する (切 り合い不明)。

SDl南側はSD3に 切 られている。断面形は皿状を呈 し、埋土は暗灰色土ぜある。溝底
｀
1ま わずかに

北から南へ緩傾斜をなす (比高差約 5 clll)。 溝内からは弥生土器・土師器小片が数点出上 しているが図

化 しうるものはない。遺構の時期は切 り合いより上限を弥生時代前期末～中期初頭、下限を古代 と考

えられる。

SDlと 同様 SD2に ついても、埋上が類似することなどから同時期の遺構 と考えられる。 SD7
は北端を上坑 S K39に切 られ、南側は調査区外に続 く。断面形は浅い皿状を呈 し、埋土は灰褐色上で

ある。溝底は北から南へ緩傾斜をなす(比高差約 7 cm)。 溝内からは土師器片が少量出上 している。切

り合いより上限を古代、下限は不明ぞある。各溝の規模等は一覧表に記す (表 12)。

脩)土  坑

本調査において、古代の遺構 と切 り合 う土坑が 7基検出された。出土遺物 も僅少で明確な時期比定

は難 しいが、概ね古代以前の遺構 として報告する。

まず、回廊に切 られているものは、土坑 S K31・ 35。 36の 3基である。遺構埋土はいずれも暗褐色

上である。棚列SAlに は土坑 S K25が切 られている。不定形の上坑で遺構埋土は暗灰色～暗灰褐色

上である。いずれの遺構からも遺物の出土はない。

掘立柱建物址では土坑 SKlが掘立 2に切 られている。円形の上坑で、遺物は弥生土器・土師器小

片が数点出上 している。遺構埋土は暗褐色上である。また、性格不明遺構 SXlに は、土坑SK3・

4が それぞれ切 られている。方形の上坑ぞ埋土はそれぞれ暗灰褐色土、黒褐色上である。遺物の出土

はない。他に直接的ではないが、回廊を切る溝 SD7を切つて土坑 S K39が検出された。円形の上坑

ぞ二段掘 り構造になっている。埋土は暗灰褐色土ぜある。遺物の出土はない。下限は定かではないが

上限を古代 と考える。

各土坑の規模等は一覧表に記す (表■)。
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遺 構 と遺 物

僚)そ の他の遺構 と遺物

本調査において包含層ぜある第Ⅲ層、第Ⅳ層中から弥生時代、古墳時代、古代に比定される遺物が

出上 した。ただ し、発掘調査時は両土層の区別が判断しがた く、同時に掘 り下げたため、一括 して包

含層出土遺物 として遺物の取 り上げを行った。ここでは、古代に比定される遺物を抽出し、第26図 に

掲載 した。

包含層出土遺物 (第26図 )

50は須恵器郭蓋である。日縁部は下内方へ屈曲し、端部は丸 く仕上げる。小片。51～ 56は須恵器郭

である。51～ 53は高台の有無は不明である。日縁部はいずれもやや外反 し、端部は失 り気味に丸 く仕

上げる。53は 日縁下位にて稜をなして屈曲する。54～ 56は高台付の不である。高台は底部端部付近に

付き、54は外方に湾曲している。55,56は短い高台が付 くものである。57は壼の脚部片 と思われる。

脚部上位に径0.9cm大の円孔を3ケ所に穿つ。

51

53

57

0               5               10Cm

(S=I:3)

第26図 包含層(古代 )出 土遺物実測図

〔2〕 古墳時代の遺構と遺物

本調査において検出された古墳時代の遺構は土坑2基他である。第V層上面での検出である。

(1)土 坑

S K19(第 27図、図版11)

調査区南西隅 J36～ L37区に位置する。遺構西半部は調査区外に続 く。遺構北東部は溝SD4と 重

複するが明確な切 り合い関係は判断できなかった。また、遺構中央部は回廊の内列の柱穴によって切

られている。

―-39-



調 査 の 概 要

平面形は不整の方形状プランを呈 し、規模は南北1.81m、 東西1,74m、 深さ15cm前後を測る。断面形

は浅い逆台形状を呈 し、埋土は暗灰色上である。床面はわずかに北から南に向けて傾斜をなす。遺構

北郡床面にて浅い凹みを検出した(S K20)。 S K20南半部は消失 している。埋土はS K19と 同様の暗

灰色上であるが、 S K19に伴 うものかは判断しえない。 S K20内 からは遺物の出土はない。

遺物は遺構中央部付近の埋土中及び床面付近にまとまって出土 している。埋土上位より弥生土器、

土師器のほか、日縁部を欠損 した須恵器必 (60)が出上 し、床面からは須恵器邦身 (58)な どが出土

している。

H  38′ 500m

0          1           2m

(S=I:40)

第27図  S K19測 量図
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遺 構 と遺 物

出土遺物 (第28図、図版21)

58・ 59は須恵器好身である。58は床面出土品である。たちみが りは内傾 し、端部は丸 く仕上げる。

60・ 61は須恵器醒である。60は埋土上位出土品ぞ、日縁部を欠損 している。頸部に2条の沈線を上下

に施す。62～ 65は土師器の甕形上器ぜある。62は 日縁部はわずかに内湾するものである。65は 日縁端

を上方につまみ上げ、日縁端面はわずかに凹む。66・ 67は弥生土器の壼形土器である。日縁端部を「ヨ」

字状に仕上げる。68・ 69は甕形土器、70。 71は重形土器の底部である。

時期 :出上 した遺物は時期差が見 られるが、床面出上の須恵器不身が時期特定に有効な資料である。

その特徴より古墳時代後期、 6世紀後半頃に比定されるものであろう。よって本土坑の時期 も6世紀

後半 と考えられる。

S K22 (第29区])

調査区南西部K35区 に位置する。遺構西半部はS K19と 重複する溝 SD4(古 墳後期)に切 られて

いる。平面形は円形を呈するもの と考えられ、規模は径1.2m、 深さ12cm前後を測る。断面形は皿状を

(S=I:4)

第28図  S K19出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

」

菫 互
H  38′ 500m

9               5               1ocm

(S=I:3)

I.暗褐色上(S K22埋土 )

2.暗灰色土(SD4埋土 )

(S=|:40)

第29図  S K22測 量図・出上遺物実測図

呈 し、埋上は暗褐色上である。床面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中にて弥生土器・土師器・須恵器小片が数点出土 している。図化 しうるものを 1点抽出

した。

出土遺物 (第29図、図版21)

72は須恵器不蓋である。小片のため明確な日径はわからない。形態は断面三角形のシャープな稜を

もち、日縁端部は内傾する。日縁端外面は面取 りがなされ、工具は不明だが刻み目を施 している。

時期 :出土遺物が僅少であるため明確な時期判断はしかねる。切 り合い関係などから、下限を古墳

時代後期後半に求められる。

修)溝
SD4(第 29図、図版10)

調査区南西部 J35～ K36区 に位置する。遺構南側は土坑S K19と 重複 し、東側はS K22を切つてい

る。短 く不定形の溝で、規模は検出長1.46m、 幅0.84m、 深さは10～ 13cmを測る。わずかに溝底は北か

ら南に向けて緩傾斜をなす (比高差 3 cm)。 断面形はレンズ状を呈し、埋土は暗灰色上である。

溝内からの遺物の出土は見 られなかった。

時期 :遺物の出土はなく時期特定は難 しいが、土坑 S K19と 重複することなどから、概ね、古墳時

代後期後半の遺構 と考えられる。

〔3)弥生時代の遺構と遺物

本調査において検出された弥生時代の遺構は土坑 9基他である。すべて第V層上面での検出ぜある。

-42-



遺 構 と遺 物

(1)土 坑

SK2(第 30図、図版12・ 13)

調査区北部A32～ B32に 位置する。北壁中央部は掘立 1柱穴に切 られている。平面形は隅丸の長方

形を呈 し、規模は長軸2.98m、 短軸2.02m、 深さは約34cmを 測る。断面形は皿状を呈 し、埋土は黒褐色

土ぜある。床面はほぼ平坦である。南壁中央部床面にて径15cm前後の小ピットを検出した。埋上が土

坑埋土 と同様であることから、本土坑に伴 うもの と思われる。遺物は埋土中より弥生土器の甕形土器・

壷形土器などの回縁部片や底部片などが出上 している。

出土遺物 (第31図、図版22)

73・ 74は甕形土器である。73・ 74共 に日縁部を貼 り付けする。73は 日縁部端面にヘラ状工具による

刻み目を施す。胴部の張 りは強 く、胴上位にヘラ描 き沈線文を7条施す。胴中位外面にはヘラミガキ

調整を施す。75は壷形土器。頸部は直立 し、日縁部は外反する。頸部外面にヘラ描き沈線文を3条施

す。76は甕形土器の底部。わずかに上げ底を呈する。

時期 :出上遺物の特徴から本土坑の時期は弥生時代前期末から中期初頭 と考える。

SK6 (第32図 )

調査区北西部 F35・ 36区 に位置する。平面形は不整の長方形を呈 し、規模は長軸1.87m、 短軸1.41m、

深さは50clll前後を測る。埋土は黒褐色土を基調 とし、床面付近には一部責褐色上が混入する層が厚さ

10clll程度みられた。断面形は逆台形状を呈する。床面は北から南に向けて緩傾斜をなす (比高差約 5

clll)。 遺構床面にて大小 4基のピットを検出した。遺構南側床面では不整形状のピット及び、径50clll前

」
S P95(掘立 1)

H  38′ 500m

Ｅ

Ｏ
Ｏ
め
、

∞
∞
　
　
エ

円

Ｎ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ ＩＩ

Ｉ ＩＩ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ ＩＩ

Ⅲ
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I.黒褐色土(SK2埋上 )

2.暗灰褐色土(S P95埋土 )

0              1              2m

(S=I:40)

第30図  S K2測 量図
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調 査 の 概 要

75                                76

0                   10                   20Cm

(s=I:4)

第31図  SK2出 土遺物実測図

後のピットを検出した。両者 ともに埋土は茶褐色土である。その他、遺構北側床面及び壁体に径15cm

前後の小ピットを検出した。埋土は黒褐色上に黄褐色上が混入するものである。遺構埋土から考える

と、北側検出の小ピットは本上坑に伴 う可能性がある。

遺物は埋土中から弥生土器片が数点出上 している。図化 しうるものを2点掲載 した。

出土遺物 (第33図、図版22)

77は甕形土器。断面三角形の日縁部を貼 り付ける。日縁端面にヘラ状工具による刻み目を施す。胴

部外面に6～ 8条のヘラ描 き沈線文 と刺突文を施す。78は壺形土器の頸部。長頸で上方に開 く日頸部

をもつ ものぜある。頸部下位に断面三角形状の凸帯を貼 り付け、凸帯上に亥1み 目を施す。日頸部内面

に凸帯を貼 り付けする。

時期 :出上 した弥生土器の持徴などから本土坑の時期は弥生時代前期末～中期初頭 と考えられる。

SK8 (第32図 )

調査区北西部G35。 36区 に位置する。遺構中央部はSK7に切 られ、北壁及び南壁中央部はピント

に切 られている。平面形は隅丸の長方形を呈し、規模は長軸2.53m、 短軸1.53m、 深さ約14cmを 測る。

埋土は暗褐色上である。断面形は浅い逆台形状を呈する。床面はほば平坦ぜあるが、遺構南側ぜは床

面がわずかに高 くなっている。床面にて小ピットを 1基検出したが、本土坑に伴 うものかは判断でき

なかった。

遺物は埋上下位にて弥生土器片が数点出上 している。

出土遺物 (第 33図、図版23)

79は甕形土器。日縁部は折 り曲げにより形成する。日縁端面に刻み目を施す。胴部は張 りをもち、

ヘラ描 き沈線文を6条施す。胴部外面はタテ方向、内面はヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。80は三

形土器の底部。平底。81は所謂「コンキ」用の上器の底部である。甕形土器からの転用品である。径

0.7～ l c14大 の子しを穿つ (焼成後穿孔)。

時期 :出上 した弥生土器の特徴などから本上坑の時期を弥生時代前期末か ら中期初頭 と考えられ

る。
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遺 構 と遺 物

」

H  38′ 500m

H. 38′ 500m

I.黒褐色土

2.黒褐色上(茶褐色土混じり)

3.茶褐色土

0                   1m

(S=|:40) 与耕豊Υユ〕喚評
m

: 77・ 78

: 79´-81

第32図  S K6〔左〕SK7。 S K8〔右〕測量図

81

10                    20Cm

(S=|!4)

第33図  SK6・ S K8出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

S K10(第 34図 )

調査区西壁中央部G36・ H36区 に位置する。遺構西半部は調査区外に続き南東部はピットに切 られ

ている。平面形は円形を呈するもの と考えられる。規模は南北検出長1.90m、 東西検出長0.68m、 深さ

約13cmを測る。埋土は暗褐色上である。断面形はレンズ状を呈する。

遺物は埋上中にて弥生土器片が数点出土 した。

出土遺物 (第36図、図版23)

82は甕形土器。断面三角形状の短 く九い日縁部を貼 り付けする。胴部最大径が日縁屈曲部にあり、

長胴傾向を示す。胴部外面にタテ方向のヘラミガキ調整を施す。83は壷形土器の日頸部片。日縁端面

にヨヨ沈線文を施 し、その後、日縁上端部 と下端部に刻み目を施す。日縁端部内面には 2列に刺突文

を施す。

時期 :出上 した弥生土器の特徴から本土坑の時期は弥生時代前期末から中期初頭 と考えられる。

S KII(第 34図 )

調査区西寄 りH35。 36区 に位置する。平面形は円形を呈 し、規模は径1.18～ 1.21m、 深さ約14clnを 測

る。埋土は黒褐色上である。断面形はレンズ状を呈する。遺物は埋土中より弥生土器片が数点出土 し

ている。図化 しうるものを2点掲載 した。

出土遺物 (第36図、図版23)

84は甕形土器の日縁部小片。折 り曲げにより日縁部を形成する。日縁端面に刻み目を施す。胴部の

張 りはみられ、胴上位にヘラ描き沈線文を4条以上施す。85は壷形土器の日縁部。日縁端部は丸 くお

さめる。

時期 :出土遺物が僅少であり時期の特定は難 しいが、概ね、本土坑の時期は弥生時代前期末～中期

初頭 と考えられる。

H  38′ 500m H  38′ 500m
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l.暗褐色上

2.暗褐色上に黄色土混入

I.黒褐色土

第34図  S K10〔左〕SKH〔右〕測量図

(S=|:40)
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遺 構 と遺 物
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コ

I.暗褐色上〔SK18埋土〕
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3.暗灰褐色上〔S DI埋 土〕

釧2

暗福色土〔S K12埋 土〕

暗灰褐色土

黒裾色土

H  38′ 500m

し

I.黒褐色土 (黒色土混じり)(SK14埋土)

0                  1n

(S= :40)

第35図  S K12～ 14・ 18測 量図
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調 査 の 概 要

S K12(第 35図 )

調査区西寄 りH35。 135区 に位置する。遺構北東部及び中央部はピットに切 られている。平面形は

円形を呈 し、径1.89～ 1.94m、 深さ10clll前後を測る。埋土は暗褐色上である。断面形は皿状を呈する。

床面は比較的平坦である。

遺物は埋土中にて弥生土器片が少量出上 している。図化 しうるものを2点掲載 した。

出土遺物 (第36図 )

86は甕形土器の日縁部片。短 く丸味のある日縁部を貼 り付ける。日縁端面に刻み目を施す。87は甕

形土器の底部。わずかに上げ底を呈する。外面にタテ方向、内面にヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。

時期 :遺物が小片でかつ僅少ぜあるため時期特定は難 しいが、概ね本土坑の時期は弥生時代前期末

～中期初頭 と考えられる。

S K13(第 35図 )

調査区西寄 り134区 に位置する。遺構東側は小ピットに切 られている。平面形は楕円形を呈し、規

模は長径1.60m、 短径1.34m、 深さ10cm前後を測る。断面形はレンズ状を呈 し、4土は黒褐色上である。

床面は凹凸が激 しく、わずかに北から南に向けて緩傾斜をなす。

遺物は埋土中にて弥生上器片が数点出上 している。図化 しうるものを 1点掲載 した。

出土遺物 (第 36図、図版23)

88は甕形土器の日縁部。断面方形状の日縁部を貼 り付けする。日縁端面に刻み目を施す。

可 目
８６

SK10:82・ 83  S K13:88
SKII :84・ 85  S K14 :89・ 90

S K12:86・ 87

司

］♂

‐１
８９

(S=1:4)

第36図  S K10～ 14出 土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

時期 :出上 した遺物がわずかであり時期特定は難 しいが、概ね、弥生時代前期末以降の遺構 と考え

られる。

S K14(第 35図 )

調査区西寄 りH33・ 34区 に位置する。東壁中央部は攪乱により削平されている。平面形は不整の楕

円形を呈 し、規模は長軸2.73m、 短軸1.02m、 深さ8 cm前後を測る。埋土は黒褐色土に黄色土が混入す

るものぜある。断面形は浅い皿状を呈する。床面は北から南に向けてわずかに傾斜をもつ。遺物は埋

土中にて弥生上器片が数点出上 している。図化 しうるものを2点掲載 した。

出土遺物 (第36図、図版23)

89は壷形土器の頸部片。断面三角形状の凸帯を2条貼 り付け、凸帯上に押圧痕を残す。凸帯下にへ

第37図  S K18出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

ラ描 きの洗線文を3条施す。90は凹線文期の高不の不部片。日縁端面はナデにより、わずかに凹む。

3条の凹線文を施す。

時期 :出上 した遺物が数点であり、それぞれにわずかに時期差をもつが、概ね弥生時代前期末以降

の遺構であろうと考える。

S K18(第 35図、図版13)

調査区南西部 L36～ M36区 に位置する。遺構西半部は溝 SDlに切 られている。平面形は円形を呈

し、規模は径1.56～ 1.60m、 深さ約20cIIlを 測る。断面形は逆台形状を呈 し、埋土は暗褐色上である。床

面はほぼ平坦である。床面にて大小 3基のピットを検出したが、本土坑に伴 うものかは判断できなか

った。

遺物は遺構中央部床面にて甕形土器などが横たわった状態で多数出上 している。遺物の出上状況な

どから貯蔵穴の可能性がある。

出土遺物 (第37図、図版24)

91・ 92・ 95は貼 り付け、93・ 94は折 り曲げにより日縁部を形成する甕形土器である。91の み日縁端

面に刻み目を施す。92は丸味のある断面方形の粘土紐を貼 り付けする。93は器形にヒズミがみられる

ものである。93・ 94共 に胴部外面に施文を施さない。95は胴部の張 りが強 く、日縁部が比較的長いも

のである。96。 97は甕形土器の底部。96は わずかに上げ底を呈 し、外面にヘラミガキ調整を施す。

時期 :出土 した遺物は出土状況などから一括性の高いもの と考えられる。遺物の特徴などから本土

坑の時期は弥生時代中期前半頃 と考える。

似)そ の他の遺構 と遺物

本調査においてピット内及び包含層中から弥生時代の遺物が出上している。

|)ピ ッ ト出土遺物 (第38図、図版25)

SP 32
SPI13
S P155

SP 16

98・ 100。 104

99          S P132: 105

101・ 102      SP 6 : 106

103          S P206: 107

0                       1o                      20Cm

(S=1:4)
第38図  ビッ ト出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

98。 100。 1041よ S P82、  991よ S Pl13、  101、  1021よ S P 155、  1031よ S P16、  1051よ S P132、  1061ま S

P6、 107は S P206出上の弥生土器である。

98・ 99は甕形土器の日縁部片ぜある。98は折 り曲げにより日縁部を形成するもので、日縁端面に刻

み目を施す。胴部に櫛描き沈線文を8条施す。99は貼 り付けにより日縁部を形成するもので胴部に櫛

描き沈線文を 7条以上施す。100は 壷形土器。内傾する頸部をもつ ものである。101～ 103は甕形土器の

底部。平底ないしわずかに上げ底の底部 となるものである。104～ 107は壷形土器の底部。大きくやや

厚い平底のものがほとんどである。

2)包含層 出土遺物 (第39図、図版25)

108～ 113は甕形土器の日縁部ぜある。108は貼 り付けによる比較的長い日縁部をもつ もので日縁端面

に刻み目を施す。胴部外面にヘラ描 き沈線文 8条 と刺突文を施す。109は折 り曲げによる短い日縁部を

もつものぜ、胴部の張 りは強い。胴上位にヘラ描 き沈線文を4条施す。弥生前期末～中期初頭。110は

逆「 L」 字状口縁を呈するもので、日縁下に指頭押圧による凸帯文を貼 り付けする。中期中葉。111は

折 り曲げ日縁をもつ ものぜある。中期前半。■2・ ■3は外反する日縁部をもつものである。後期初頭。

114は壷形土器。日縁下端部に刻み目を施す。前期末～中期初頭。115は鉢形土器。外反する日縁部を

＼ヒ脇力 ｀
ヒy′

0                      10                      20Cm

(s=I:4)

包含層 (弥生時代 )出 土遺物実測図第39図
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調 査 の 概 要

もつ ものである。116は ジョッキ形土器の把手ぜある。■7～ 119は壺形土器の底部。平底ないし、わず

かに上げ底の底部 となるものである。

〔4〕 時期不明の遺構と遺物

本調査において時期比定の困難な遺構・遺物がある。遺構は切 り合いや、出土遺物がなく、掘 り方

も不明なものや様々な時期の遺物を含むものなどぜある。また、遺物は包含層中より石器が 3点 出土

しているが時期特定が難 しいため時期不明遺物 として掲載する。

遺構 :本調査において土坑を45基検出した。そのうち時期不明なものは24基 ある。遺構埋上は、黒

褐色土・暗褐色土・暗灰褐色上 。暗灰色土などである。 S K32は不整の長方形状プランを呈する土坑

ぜ土坑内からは弥生土器・土師器 。須恵器・陶器などが出上 している。遺物にはかなりの時期幅があ

るため時期の特定は難 しく時期不明遺構 として扱つた。出土遺物を第40図 に掲載 した。

S K32出土遺物 (第40図、図版25)

120は須恵器邦蓋片である。121は須恵器高辱の脚部ぜ脚中位に 1条の沈線が巡る。古墳後期。122は

土師器の不である。日縁部はやや外反 し、底部はわずかに上げ底状 となる。底部の切 り離 しは回転糸

切 り技法による。13～ 14世紀。123は近世の肥前系陶器碗である。半透明のごく薄い青緑色の釉が全体

を覆 う。たたみ付けには、薄 く目砂が付着する。124は弥生土器の壼の底部である。わずかに上げ底を

呈する。

本調査検出の上坑の詳網は一覧表に記す (表■)。

溝は 7条を検出した。そのうち時期の不明のものは2条ある。SD5。 6は その形状から同一の溝

の可能性 もある。溝内から遺物の出土はなく、明確な時期はわからない。

本調査検出の溝に関する詳細は一覧表に記す (表12)。

遺物 :本調査において包含層中より石器 3点が出上 した。

包含層出土遺物 (第41図、図版26)

125は、ほぼ完形品の柱状片刃石斧である。重さ304.9gを 測る。結晶片岩製。126は 石庖丁である。

孔を2個穿つ。結晶片岩製。127は 、ほぼ完形品の石鏃である。重さ2.05gを 測る。サヌカイ ト製。

120

121

第40図  S K32出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物
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第4,図 包含層出上遺物実測図

4.結  び

本調査において、弥生時代から近世に至る遺構・遺物を検出した。 とりわけ、古代においては回廊

状遺構の南面 とそれに付随する門を確認することができた。回廊状遺構の南東及び南西コーナーは過

去の調査で確認済みではあるが、今回、これに続 く柱列を新たに確認 したことになる。

(I)古 代

前述の とおり、回廊については外側柱列、内側柱列共に13間分を検出した。両柱列は柱列を構成す

る柱穴の平面形や規模、柱穴間隔などにおいてやや異なった様相を呈 している。

まず、柱穴の平面形であるが、外側柱列が方形～長方形ぜあるのに対 し、内側柱列は円～楕円形で

ある。規模は、外側柱列に比べ内側柱列がやや小さくなっている。深さについても第V層上面下の数
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調 査 の 概 要

値ではあるが、内側柱列がやや浅い掘 り方 となっている。各柱穴間隔は、外側柱列がほぼ等間隔であ

るのに対 し、内側柱列は一定ぜはない。各柱穴の並びについても、夕帥J柱列がほぼ一直線上になるの

に対 し、内側柱列は一直線上からはずれるものが多 くみられる。

これらのことは、先に調査が行われている北、東、西回廊 とほぼ同じ状況を示 している。その他、

外側柱列 と内側柱列の位置関係では、外側柱列の並びに対 して内側柱列は直交せず、やや東方向に柱

穴の位置が振つている点は興味深い事象ぜある。

次に、回廊に付随する門を検出した。3× 2間の建物址で、東西に棟持柱が付 く構造 となっている。

建物を構成する柱穴は方形～長方形プランを呈するが、柱掘 り方や柱痕 ともに回廊の柱穴にくらべ、

一回 り大きくなつている。各柱穴は、ほぼ等間隔に並び、建物中央部、棟持柱に続 く東西に並ぶ柱穴

が他の柱穴にくらべ掘 り方は深 くなっている。

回廊・門を構成する柱穴は、埋土は黒掲色上を基調 とし、黄色上がブロック状に混入する柱穴 もい

くつかある。方向性についても、回廊。門ともに真北より約 4°東に振つた方位をとっている。柱穴内

からは、須恵器片が数点出上 している。小片ではあるが、遺物の特徴が概ね 7世紀第 3四半期、 7世

紀後半まぞは下がらないもの と考えられる。よって、回廊が 7世紀後半、すなわち来住廃寺創建以前

のもの とするこれまでの調査研究成果を補充する資料ぞある。また、調査区の南西壁沿いに回廊を取

り囲む区画溝 と思われる溝を検出した。回廊外側柱列の柱筋 とは約 4mの幅ぜ空間が残されている。溝

内から遺物の出土はみられなかったが、過去の調査結果などをふまえたうえで、区画溝に相当する溝

であると判断した。

このほか、久米官衡や寺院に絡む遺構 として、棚列SAlや SA2、 掘立柱建物址、性格不明遺構

SXlを検出した。

概列SAlは回廊の内側に検出されたものぞ「L」 字状に折れ曲がる形状をなす。おそらく方形状

に巡るもの と考えられる。回廊 とほぼ同じ方位をとっている。棚列を構成する柱穴は方形～長方形プ

ランを呈 し、回廊の柱穴よリー回 り大きくなっている。埋土は回廊が黒褐色土を基調 とするのに対 し、

SAlは、やや灰色が強い暗灰褐色土ぞある。

SAlの南北柱列の一部は性格不明遺構 SXlと 重複する。SXlは 7次調査において、すぞに確

認されてお り、今回は遺構の西半部の一部を検出した。遺構内からは来住廃寺創建期 と考えられる瓦

の他、須恵器。上師器片が出上 している。特に瓦類は出土状況などから投棄されたもの と考えられる。

SAlは その性格や構造など今後の課題を残す遺構ぜある。

SAlと SXlが重複する部分は 7次調査の際に何度 も切 り合いを確認 したがSXl上面ではSA

lは検出されなかつた。遺構埋土が酷似 しているため、断定はぜきないが、現時点ではSAlが SX

lに 先行するもの と考えている。

一方、来住廃寺の寺域に関する遺構については検出されなかつたが、関連する遺構 として掘立柱建

物址や棚列SA2を 検出した。掘立柱建物址は規模の異なる3棟を検出した。掘立 1は 4× 2間以上

の大型建物址ぜ掘立 2・ 3は、やや小型の建物址である。遺物は、掘立 1よ り細縄叩きを施 した平瓦

片が 2点、掘立 2よ り格子叩きを施 した平瓦が 1点出上 している。いずれの建物址 も回廊や棚列SA

lと は異なり、柱穴埋土は暗灰色土であり、建物方位は、ほぼ真北に等 しい方位をとっている。

掘立 1と 2は建物が重複 しており、多少の時期差が考えられる。来住廃寺周辺から出土する瓦の特

徴から格子叩きのものが細縄叩きの ものに先行する傾向がある(丸山美和 1993)。 これを踏襲すると

-54-



び結

掘立 2が掘立 1に先行することになる。掘立 3は出土遺物がなく時期決定は難 しいが、建物方位や規

模・柱穴埋土などか ら、掘立 2と ほぼ同時期の建物址 と考えてお く。

今回検出した 3棟の掘立柱建物址は出土遺物の特徴などから、いずれも来住廃寺存続期の建物址 と

考えられる。 このほかに、棚列SA2があげられる。全容は不明であるが、遺物方位や柱穴埋上がS

Alと は異なっている。建物は真北に等 しい方位をとり、埋土は灰褐色を呈する。柱穴内からの遺物

の出上はなく明確な時期判断は難 しいが、掘立柱建物址 とほぼ同様の方位をとることなどから、来住

廃寺存続期の建物址 と考えられる。そのほか、包合層中か ら古代に比定される遺物が出上 しぞいる。

(鋤 古墳時代

古墳時代に時期比定される遺構は土坑 S K19があげられる。不定形状の上坑で回廊に先行する。土

坑内からは弥生上器・土師器・須恵器が混在 して出土 したが、特に須恵器は磨やlTh身 など形状をとど

めるものが部分的に集中して出土 している。炉や周壁溝などの施設は未検出であるが、規模や平面形、

遺物の出土状況などから住居址の可能性 も考えられる。

全体的にみて、古墳時代の遺構・遺物の検出が少ないことが目を引 く。特に、古墳時代前 。中期の

資料はほとんどな く、後期の資料が大半を占めている。各遺構の遺存状況は決 して良好なものではな

く古墳期の ものが削平された可能性 もあるが、本調査地が古墳時代には集落が経営されなかつた可能

性 も考えている。

来住台地上での官衡遺構を考えるうえでは、古墳時代における集落の広が りや構造を解明し、古代

官衡成立以前の状況をも把握する必要性があるだろう。それ とともに、松山平野における古墳時代か

ら古代の須恵器編年を確立 し、検出遺構の時期特定がスムーズに行われることを期待するものぜある。

儒)弥 生 時代

弥生時代に時期比定される遺構は土坑 9基があげられる。平面形態で円形 と長方形の 2つ に分類さ

れる。円形の上坑は径1.5～ 2m前後、長方形の上坑は長軸2.5～ 3m前後、短軸1.5～ 2m前後の規模

のものである。上坑内からは弥生時代前期末から中期前半に比定される遺物が出土 している。特に長

方形の上坑については、短軸の壁体中央部に小ピットが検出されるものが 3基みられた。この種の上

坑は来住台地上でのこれまでの発掘調査において比較的多 く検出されており、土坑内から前期末から

中期前半の遺物が出上 している。しかしながら、その性格はいまだ不明な点が多い。規模的にみると、

やや小さいが住居址の可能性 も考えられる。松山平野における前期～中期前半の住居址は検出例が少

ない。当該期の住居址を考えるうえで もこれら長方形土坑はその性格 と共に研究課題のひとつ となる

であろう。

また、来住台地上では、これまでの調査において、弥生時代の遺構や遺物は多数検出されているが、

とりわけ前期末から中期にかけての遺構・遺物が比較的多 く検出されている。今回の調査においても

土坑のほか、ピットや包含層中より弥生時代前期末から中期にかけての遺物が多数検出しており、来

住台地における当該期の集落の広が りを考えるうえでは、好資料 となるものぞある。

仰)SXI出 土瓦 の概 要

回廊の内側部分にて検出されたSXlか ら軒丸瓦・軒平瓦 。平瓦・丸瓦 。奥キ瓦など来住廃寺創建

期 と考えられる瓦類が出上 している。

軒九瓦は小片ではあるが単弁の10弁蓮華文軒丸瓦 と推測される。軒平瓦は重弧文を3重に施す もの

で粘土板桶巻き作 りぜ製作されている。凹凸面に糸切 り痕を残 し、凸面側には叩きを施 した痕跡はな

く、ヨコ方向にナデイタで平滑にされている。九瓦は 2点出上 しているが、凸面側には叩きの痕跡は
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調 査 の 概 要

ない。平瓦は凹面に格子 。斜格子を施す ものがそれぞれ 1点ずつ、叩き目をナデ消 したものが 1点で

ある。

また、平瓦を転用 した平蓋式の瓦が 2点出上 している。 ともに釘穴は穿たれておらず、凸面側には

それぞれ別の格子叩きを施 している。英斗瓦は 1点 出土 している。凸面側に斜格子叩きを施すもので、

桶巻 き作 りで製作 した平瓦を半裁 した ものである。以上のように、SXl出土瓦は凸面側には格子及

び斜格子叩きを施す ものが大半を占めている。

過去の調査ぜは、寺院に関する遺構周辺から出上 している平瓦は、ほとんどが縄目叩きを施 してい

る。逆に回廊 と同一軸方向をなす遺構周辺からは、斜格子・格子叩きが大半を占めている。 SXl出
上の平瓦には縄目叩きを施 した ものはなく、ほとんどが格子叩きであることなどから、寺院建立後、

寺院に先行 して存在 していた施設に使用された瓦 と考えられる。
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遺構・ 遺物観察表

―凡 例―

(1)以下の表は、本調査検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧ぜある。

鬱)遺構の一覧表中の出土遺物欄は略記 した。

例)弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器

(9 遺物観察表の各記載について

法量欄   ( ):復 元推定値

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記 した。

例)日→日縁部、胴→胴部、底→底部、天→天丼部、不上→JTh部上部、邪下、邪部下部、

脚柱→脚部柱部、脚裾→脚部裾部

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製士            す

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 3)→「 1～ 3 11ull大の石英 。長石を含む」ぜある。

焼成欄では焼成具合を略記 した。

例)◎→良好、○→良、△→不良
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表 2 回廊状遺構 柱穴 (外側)一覧

桂穴

(SP)
地  区 平面形 柱痕 柱穴埋土

柱穴規模

長さX幅 ×深さ(m)

柱痕規模

長さX幅 ×深さ(m)
出土遺物 備 考

オ形 ○ !k偶 色「 074× 074X024 018× 018X032 須恵・ 弥生

2 長方形 ○
①無樹色

「
①果樹色 に (黄 色 に淀入)

080X071X024 018X018X022 労i4: SDlを 切る

3 方形 ○
① !籠 偶色「
①無樹色 に (黄 色

「
lL人 )

088× 078X026 020X019× 037

L35 方形 ○ 燥渦色 Ii 084X074× 016 018× 018X014

5 長方形 O
①!■ 鶴色「
①卑鵜色ヒ(黄 色に淀入)

080X064X025 017X017× 026

6 L33 方形 ○
① 界偶色 に

① 果偶色 L(黄色
「

漫人)

056× 048× 030 017× 017X032

不整長方形 ○
①果樹也「
①果樹色に (黄 色に淀人)

096X066× 030 018× 018X029

8 L32 方形 ○ ;R掲色「 056X055× 020 019X018X019

9 L32 受方形 ○ 翼拙色 L(貰色 L淀 人) 080× 060X018 019× 018× 032

L31・ M31 方形 〇
① 果偶色

「

① !R褐 色 に (貰 色 1:淀 人)

096X072+α  X0 24 020X019X028

L30～ M31 不整方形 ○ 黒褐色 r 080× 068X022 024X022× 020

M30 長方形 ○ H樹色 r 090X054X032 020× 018× 031

互ヽ29 方形 ○ :ミ 鶴也 r 083X051X016 017X017× 017

4ヽ29 不整方形 ○ 繋鶴色 士 072× 057× 014 017X017× 017

M24 円 形 ○ 栞褐色「 056X035× 022 018X017X024

表 3 回廊状遺構 柱穴 (内側)一覧

遺 構 一 覧 表

柱穴

(SP)
地  区 平面形 柱 反 柱穴埋土

柱穴規模

長さX幅 ×深さ(m)

柱痕規模

長さX幅 ×深さ(m)
出土遺物 備 考

K36 円形 ○ 黒協色 L 066X064× 016 022× 022× 014 S K19を 切る

2 K36 円形 ○ 黒鶴色 上 054X050X017 021× 021X024 S K19を 切る

3 K35 円形 解掲色 上 048× 042X017

4 K34～ L35 方形 ○
〇黒褐色比

①黒禍色L(黄色に漫人)

057X056X017 017X016X027

5 K34・ L34 円形 ○ 黒掲色 t 072X062X016 016× 016X016

6 円形 !鳥 掲色 L 040X032X014

7 L33 不整橋円形 ○ 果禍色 ヒ (黄色 と混入 ) 100X064× 019 018× 017× 024

8 ι32 方形 ○ 黒褐色 t(黄 色 t混入 ) 080× 070× 016 018X018× 019

9 円形 爆褐色 L 057× 049X013
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柱穴

S P)
地  区 平画形 柱痕 柱穴埋土

柱穴規模

長さ×幅×深さ(m)

柱痕規模

長さX tt X深 さ(m)
出上遺物 備 考

円形 黒43色 と(寅色プロック含む) 057× 042+α  X0 16

L30・ 31 不整方形 ○
①解協色 L

①終鵜色L(貨色ブロック含む)

084X064× 024 016X016× 02ユ

12 円形 ○ 黒樹色 L(黄色
`:涯

人) 049× 043X016 019× 017× 015 S K31を 切る

13 円形 ○ 黒樹色「 040X040X019 016× 016X020

L28・ 29 円形 ① 終拙色 I:(黄 色 I二混入) 052X051X017 016X016X016 S K35を 切る

不整円形 無棚色 ti(賞色ブロック合む) 056X052X013

表 4 回廊状遺構 柱穴間隔一覧

回廊状遺構 柱穴 (内側)一覧

表 5 回廊状遺構 外側柱穴―内側柱穴間隔一覧

柱穴番号 外側 ―内側柱穴間隔(m)

I

1 80

7

調 査 の 概 要

柱穴間 外側柱穴間隔(m) 内側柱穴間隔(m)

|-2

2-3 1 82

3-4

4-5 1 76

5-6 1 76

6-7

7-8

8-9 1 74

9-10

柱穴間 外側柱穴間隔(m) 内側柱穴間隔(m)

10-H 1 82

||-12 1 54

12-13

13-14

柱穴間 外側柱穴間隔(m) 内側柱穴間隔(m)

最大値

最小値

F均値 1 81

柱穴番号 外側―内側柱穴間隔 (m)

8

9

II

1 96

1 90

2 22

柱穴間 外側―内側柱穴間隔(m)

最大値

最小値

平均値
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表 7 SAl柱 穴一覧

遺 構 一 覧 表

表 6 門柱穴一覧

柱穴

(SP)
地  区 平面形 柱 痕 柱穴埋土

柱穴規模

長さ×幅X深 さ(m)

柱痕規模

長さ×幅×深さ(m)
出土遺物 備 考

L28 幣円形 ○ H帝灰樹色 十 116× 080× 012 030× 028X012

2 L26・ 27 格μl形 ○ 暗灰鶴色 ti(賃 色 i淀人) 126× 082X016 030× 028X016 弥 生

L25・ 26 方形 ○ 暗灰IH色 十 084X078X010 029× 028X010

4 L24・ 25 不整円形 ○ 暗灰掲色 ti 100× 092X017 038X035× 019

5 N25 方形 ○ 暗灰禍色 r 120× 090+rX0 14 024X036+rX0 16 調査IX外にXitく

N26 不整方形 ○ 晴灰鶴色 L 156× 082+α ×012 037X036X016 調査区外に統 く

N27 不整円形 ○ 暗灰褐色 上 100X077+ど X008 032X026+ど X015 攪乱に削
｀
rさ れる

N28 円形 ○ 暗灰樹色 L 100X088X008 036× 035X015

9 互ヽ28 不整方形 ○ 暗灰棚色 it(黄 色 上漣人) 084X082X016 024× 022X015

1ヽ27・ 28 長方形 ○
①暗灰棚色比(賞色ブロック淀人)

①暗灰偶色 1:

118X080× 036 022X021X033

II M27 円形 ○
①暗灰褐色 L(黄色「 淀人)

①晴灰禍色 L
100× 100X038 024× 022× 037

12 N126 方形 ○ I舌灰褐色「 094× 090× 032 026X022X030 須恵

M25 円形 ○ 暗灰禍色 と 080× 066× 030 028× 024X028

14 M24 円形 ○ 暗灰褐色 と 062× 060+α X0 11 020X020X011 攪舌しに削平される

柱穴

(SP)
地  区 平面形 柱 痕 柱穴埋土

柱穴規模

長さ×幅×深さ(m)

柱痕規模

長さX幅 ×深さ(m)
出土遺物 備 考

|

6AKA― G
Y31

方形 ① 暗灰鶴色 七 068× 030+?X025 020X020X025

2 A31 方形 ○ 暗灰褐色 七 (黄色 上混入 ) 070X060× 022 020X018X022

3 B31・ 32 方形 O
①暗灰褐色 L

①暗灰褐色上(黄色 L混 入)

085× 072X028 028X026× 025

C31・ 32 円形 O 暗灰褐色 と (黄色 上混入 ) 102X090× 030 022X022X025

5 C31・ 32 楕円形 O 暗灰褐色 土 (黄 色土混入) 1 1lX0 85X0 25 023X022X022

6 D32 方形 暗灰褐色 t 060X060× 011 SXlと 重複

円形 暗灰褐色 上 083X080× 020 SXlと 重複

8 方形 O 暗灰褐色 土 (黄 色上混入 ) 100× 082X015 025× 022× 017

9 H32 方形
①暗灰褐色と(黄 色と混入)

①暗灰褐色と
095× 090× 018

■31 方形 O 暗灰福色 と (黄色上混入 ) 082X080× 020 022X022X020

H30 長方形 ○
①暗灰褐色上(黄 色と混入)

①暗灰褐色土
111× 075× 020 028× 028× 018
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柱穴

(SP)
地  区 平面形 柱 痕 柱穴埋土

柱穴規模

長さX tt X深 さ(m)

柱痕規模

長さX幅 ×深さ(m)
出土遺物 備 考

12 H29,30 長方形 ○
①暗灰樹色「 (貰 也 i lL人 )

①暗灰偶也「

082X062× 016 022× 022× 015

13 H29 円形 ○ J帝灰鶴色 I 052+2X052× 025 021+α ×021X028 l■乱に切られる

円 形 〇
① H帝灰樹色 に(黄色 に淀人)

①暗灰拙色「

088× 070× 015 020× 020× 014

H28・ 128 円形 ○ 暗灰褐色 L(貰色 i lt入 ) 090× 080X020 025X024X025

H26～ 127 11形 ○ 暗灰禍色 L(賞色 L IL人 ) 090X085× 018 020X020× 018

17 H26・ 126 糖円形 ○ H帝灰樹色 L(質色 Lllt人 ) 080X062× 013 028× 026× 020 S K25を 切る

精円形 ○
'許

灰鶴色 L(貫色ブロツク含む) 090× 070× 016 030× 028× 018

円 形 ○ ]詣灰鶴色 L(貰色ブロック介む) 075X065× 012 028× 028× 0

123・ 24 惰 I町 形 ○ 1帝灰糊色卜 (貨 也ブロック合b・ ) 078X058X012 027× 025X012

SAl柱 穴一覧

表 8 SAl柱 穴間隔一覧

調 査 の 概 要

キ本と人間 6-7・ 7-8に ついてはSA
lが性格不明遺構 SXlと R複 して

2基の柱穴が未検出である。そのため

柱穴間隔は他の もの よ り大 きい数値

になっている。平均値 を求めるlyJ合 、

これ ら2箇所の数値は省いている。

柱穴間 柱穴間隔(m)

1-2

2-3

3-4

4-5

5-6

6-7

7-8

8-9

柱穴間 柱穴間隔(m)

最大値 2 48

最小値

平均値 2 27

柱穴間 柱穴間隔(m) 柱穴間 柱穴間隔(m)

9-10 2 30 17-18

10-H 18-19

H― 12 2 30 19--20

12-13

i3-14 柱穴間 柱穴間隔(m)

14-15 2 26 最大値 2 80

15-16 2 28 最小値

16-17 2 25 平均値 2 27

表 9 SA2柱 穴一覧

柱穴

(S P)
地  区 平画形 柱 痕 柱穴埋土

柱穴規模

長さX tt X深 さ(m)

柱痕規模

長さ×幅×深さ(m)
出土遺物 備 考

1 A36 円形 ○ 灰禍色 と 074× 073X012 021X020× 024

2 A35 方形 O
①灰褐色上

①茶tH色 と
075× 075× 012 018X016X023

3 A35 円形 ○ 灰禍色 士 090X082X012 025X023× 0 14

A34 方形 ○ 灰褐色 七 067× 061× 012 026X024X016

5 A33 方形 ○ 灰偶色
'(貰

色 t漫人) 062× 059× 020 028X024X026

6 A33 (円 形 ) O 灰褐色 [ 028× 026X020 柱痕のみ

A32 方形 O 灰樹色 士 091× 042+,X014 020X012X018
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表10 掘立柱建物址一覧

掘立 方 位
規 模

(間 )

イf   4テ 梁   行 床面積

(∬ )

備 考 時   期
実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

I 東 西 4× 2+r 73 28・ 28。 (17) 64 24 ドf代

2 東 西 2 2+■ 22 20・ 19 22 62 SKlを 切る 古代

東 西 5Xl
16・ 16■ 7■ 7

17
3 70 SK2を切る

表11 土坑一覧

遺 構 一 覧 表

土 坑

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模

長さ×幅×深さ(m)
埋   土 出土遺物 時  期 備 考

I A35～ B3( 円形 ull状 250X182X009 暗褐色 L 弥生・ と師 占代以前
掘 立 1に 切 られ る

1区

2 A32～ B3′ 長方形 II状 298X202X034 黒褐色 ヒ 弥 t
弥生前期末

～中期初頭

掘立 1に 切 らttる

1区

3 G31 方形 Il状 090× 062X012 暗灰褐色 上 古代以前
SXlに 切 られ る

2区

4 E34・ F34 方形 レンズ状 196X174X012 黒褐色 と 占代以前
SXlに 切 られる

2区

5 E35～ F3( 円形 Ell状 136× 122X011 黒掲色 t 不 明 2区

6 F35。 36 不整長方形 逆台形状 187× 141× 050 黒褐色 上 弥 生
弥生前期末

～中期初頭
2区

7 G35,36 円形 IL状 103X090× 010 暗赤褐色 上 弥生以降
SK8を切 る

2区

8 G35,36 長方形 逆台形状 253X156X014 暗褐色 と 弥 生
弥生前期末

～中期初頭

SK7に 切 られる

2区

9 G34～ H34 不整長方形 レンズ状 322× 178× 011 黒褐色上 不明 2区

G36～ H3( 円形 レンズ状 190× 068X013 暗褐色 と 弥 生 弥生中期 2区

II H35・ 36 円形 レンズ状 1 21Xl 18X0 14 黒褐色 上 弥 生
弥生前期末

～中期初頭
2区

H35・ 135 円形 II l状 194× 189× 010 暗褐色 と 弥 生
弥生前期末

一中期初頭
2区

楕円形 レンズ状 160× 134X010 黒褐色 上 弥 生
弥生前期木

～中期初頭
2区

H33・ 34 不整桔円形 皿状 273× 102× 008
黒褐色 と

(貨色土混じう)

弥 生 弥生中期後半以降 2区

Ⅲ132 長方形 皿状 170X090× 006 暗褐色 上 不 明 3区

M32・ 33 長方形 逆台形状 162X090X012 暗褐色上 不 明 3区

方形 皿状 165× 155× 011 暗赤褐色土 不 明 2区

L36～ M3( 円形 道台形状 160X156X020 暗褐色土 弥 生 弥生中期初頭
SDlに 切 られ る

3区

K36・ 37 不整方形 逆台形状 390X388× 015 暗灰色 t 弥生・ 上師・須恵 占墳後期～古代
回廊に切 られる

3区
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土 坑

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模

長さ×幅×深さ(m)
埋   土 出土遺物 時   期 備 考

J36～ L37 不定形 皿 状 181X174X006 暗灰色土 古墳後期～古代
S K19床面検出

3区

K32 長方形 レンズ状 180X150X012 暗掲色土 不 明 3区

円形 皿状 120X080X012 暗禍色土 須 恵 古墳後期以前
SD4に 切 られる

3区

1ヽ35 長方形 皿状 158X076X012 暗褐色士 不 明 3区

136～ H3千 円形 レンズ状 200× 200X012 暗灰色土 不 明 2～ 3区

126・ J2( 不整精円形 皿状 322X216X010 〇暗灰色土

⑤暗灰褐色上
古代以前

SAlに 切 られる

4区

J31～ K& 不定形 レンズ状 430X180X012 暗褐色土 不 明 3区

G26～ H2「 不整長方形 レンズ状 100X090× 012 暗灰色土 不明
S K28を切る

4区

方 形 レンズ状 142X124X007 暗灰褐色土 不 明
S K271二 切 られる

4区

129～ J3( 不整方形 レンズ状 350× 268X037 暗灰褐色土 不明
S K30に切 られる

4区

130 不整円形 四 大 1 24Xl 13× 024 暗灰色土 不明
S K29を切る

4区

K29～ L3( 不整楕円形 蹴 264X188X011
〇暗褐色土

⑤暗灰色土

〈黄色土混じ
')

古代以前
回廊 に切 られる

4区

J30・ K3( 不整楕円形 蹴 287X195X004 灰褐色上 不 明 4区

M29～ N3( 不整方形 レンズ状 255X197X016 暗灰禍色土 不 明 4区

J27～ K21 不定形 皿 状 422X250X010 暗灰色土 不 明
S K44を切る

4区

K28～ L2( 不定形 レンズ状 342X340× 044 暗褐色土 古代以前
回郎 に切 られる

4区

L28・ M21 不整方形 逆台形状 193X165X018 ○暗褐色土

⑤暗灰色土
古代以前

回廊 に切 られる

4区

不整精円形 レンズ状 208X195X004 暗灰褐色上 不 明 4区

129・ J2( 円形 皿状 140× 135× 015 暗灰褐色土 不 明 4区

円形 逆台形状 157X136X056 ①暗灰褐色土

⑤暗灰色土
古代以降

SD7を 切る

4区

G25～ H2t 円形 皿状 171X048X014 暗灰掲色土 不明 4区

K25 不定形 皿状 260× 140× 012 暗灰色土 不 明
Ｄ

区

・ 6に 切 られる

K26 方形 皿状 109× 105X006 暗灰色土 不明 4区

土坑一覧

調 査 の 概 要
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土坑

(SK)
地  区 平面形 断面形

規   模

長さ×幅 ×深さ(m)
埋   土 出土遺物 時  期 備 考

K25・ 26 不整構円形 II I状 154X074X010 暗灰色 と 不明
SD5に 切 られる

4区

K27 方形 Il状 093× 084× 010 暗灰褐色 と 不明
S K34に 切 られる

4区

H26 橋円形 Dll状 092X089× 011 暗灰掲色 と 不明 4区

土坑一覧

遺 構 一 覧 表

表12 溝一覧

溝

(SD)
地 区 断面形

規   模

長さ×幅×深さ(m)
埋   土 出土遺物 時  期 備 考

I L35～ M36 皿状 550X094X021 暗灰色 L 弥生 。と師 占代以前

S K18を 切る

SD3に 切 られる

3区

L37～ N137 レンズ状 217× 070× 014 暗灰色 L 占代以前
SDlと 重複

3区

M34～ N36 レンズ状 625× 059× 012 灰褐色 t と,師 占代

区画溝

SDlを切る

3区

J35～ K36 レンズ状 146X084× 013 暗灰色 上 古墳後期～占代

S K19と 重複

S K22を 切る

3区

J25～ K26 ul状 636X080× 013 灰褐色上 不明
S K41・ 43を切る

4区

K24～ L24 tlll状 256× 046× 004 灰褐色 上 不明
S K41を 切る

4区

7 L24～ M23 II I状 816× 162X010 灰褐色 上 ■師 占代以降
回廓を切 る

4区

表13 回廊状遺構 。門出土遺物観察表 (土製品)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内側 )

胎 土

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

I 辱 蓋
日径 (110)

残高  25

天丼部 と日縁部を分ける稜は消失 し日縁

部は内湾気味に下がる。日縁端部は丸 く

仕上げる。/の残存。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

廊

列

回

外
14

2 郭 身 残高  20
たちあが りは欠損。受部は上外方にのび、

端部は尖 り気味に丸く仕上げる。%の残

存。

回転ナデ 同転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

郎

列

回

外

3 郭 身 残高  29
たちあが りは内傾 し、端部は丸 ぐ仕 Lげ

る。受部は上外方にのび、端部は尖る。

小片。

回転ナデ LEI転 ナデ
灰色

灰褐色

密

◎
門12

4 褒
底径  (72)

残高  72

上げ底を呈する蓑の底部。底部付近外面

に媒が付着する。%の残存。

⑪ ヘラミガキ

⑧ ナデ
ナデ

赤橙色

赤禍色

石 。長(1～ 3)

◎

廊

列

回

外

5 嚢
底径  (68)

残高  41
平底の甕の底部。%の 残存。 ナ デ ナ デ

茶褐色

茶褐色

砂粒

◎

廊

列

回

外
14

6 寮
径

高

底

残

わずかに外方に突出する平底の変の底

部。%の 残存。
磨減の為不明 磨滅の為不明

乳黄色

乳黄褐色

石・長(1～ 6)

◎

7 壺
径

高

底

残

56
42

わずかに 上げ底 を呈す る壷の底部。底部

外面に粘上接合痕 を残す。内外面 にす旨頭

痕あ り。

∪ ハ ケ(7～ 8

本/1cl)→ナデ

⑧ ナデ

ナデ (指頭痕 )

色

色

褐

褐

赤

暗

石・長 (1～ 3)

金

③

14
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表14 掘立 1出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内側 )

胎 土

焼 成
備 考 図 版

外 面 内面

8 郭
日径 (162)

残高  36

日縁脇子は内湾し、端部は九い。日縁部に

IЧ みあ り。器壁は薄い。/の 残存。
ヨヨナデ ヨヨナデ

乳白色

乳白色

密

◎
S P55

9 啄
H径 (113)

残高  27
内湾する日縁部。日縁端部は丸く仕 Lげ

る。日縁中位がやや膨 らtF。 %の残存。
ヨヨナデ 磨滅の為不明

黒褐色

赤楊色

長 (1)

◎
S P76

皿
I]径 (139)

残高  21
内湾する日縁部。日縁端部は丸〈仕 Lげ

る。′よヽ片。
磨滅の為不明 慶滅の為不明

平L赤褐色

乳赤掘色

イf。 長 (1)

◎
SP7

II 皿
口径 (140)

残高  20

口縁 ド位でわずかに屈曲 し、1]縁 部はや

や外反する。 日縁端部は丸 く仕 Lげる。

小片。

磨滅の為不明 磨滅の為不明
乳赤禍色

乳赤褐色

石 。長 (1)

◎
S P73

皿
底径 (102)

残高  16
平底の底部。】Π部は内湾気味に立ちとが

る。H縁部欠損。/の 残存。
磨滅の為不明 磨減の為不明

乳赤禍色

平L赤 褐色

石・長 (1)

◎
S P55

皿
底径  (84)

残高  06
F`底 の底部。器壁は薄 t 小 片 。

⑪ ヨヨナデ

〇 磨 滅 の為 不

明

ヨヨナデ
乳rl色

乳白色

竹

◎
S P73

杯 蓋
口径 (136)

残高  38

痛 平な天片部か らなだ らかに口縁部に F

が り、十]縁端部は丸 く仕 Lげ る。 日縁端

外面 に面取 り痕あ り。

鬱剪Hl転 ヘラク

ズソ/・

∩ 回転ナデ

仲1転 ナデ
青灰色

灰色

密

◎
S K95 14

郭 蓋
口径 (120)

残高  16
磋 ドす る「]縁 Hl。 日縁端部はわずかに内

傾する。小片。
回転ナデ

“

I転 ナデ
言灰色

青灰色

密

◎
S P60

雰
底径  (71)

残高  22

円盤高台の付 く郭。 BΠ 部はやや内湾気味

にこち とが る。底部の切 り離 しはI]転 へ

ラ切 り技法 による。

∪ 回転ナデ

① 転ヘ ラケズ

ソ→ナデ

回転ナデ

(一 剤
`ナ

デ )

灰色

灰色

竹

◎
S P43 14

調 査 の 概 要

表15 掘立 1出 土遺物観察表 瓦製品

番号 種 類
法 里

皇 調 整

色  調 胎 土 焼 成 備考 図 版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 凸  面 凹 画

平瓦 70 13 1 細縄叩 き
布 日痕

糸切 り痕
暗灰色 ち密 硬 S P67 15

平瓦 411縄 即き 布日痕 乳白色 やや密 軟 SP7

表16 掘立 2出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内側 )

胎 土

焼 成
備 考 図 版

外 面 内 面

啄
日径 (133)

残高  29

日縁 F位で、内方に屈曲 し、日縁部は直

乾する。日縁端部は丸 く仕 上げる。小片。
回転ナデ 回転ナデ

灰白色

灰白色

密

○
S P99 15

高郭
日径 (168)

残高  26

無蓋高lTNの 郭部か。中位で稜をな し、日

縁部はやや外反する。 日縁端部はわずか

に内傾する。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎
S P99 15

表17 掘立 2出 土遺物観察表 瓦製品

番号 種  類

法 量 調 整

色  調 胎 土 焼 成 備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) サ享さ(cm) 重さ(g) 凸  面 凹  面

21 平瓦 120 斜格子口
「 き

布月痕

糸 t71り 痕
灰 色 ち密 硬 S P99
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表19 SXl出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表10 SXl出 土遣物観察表 瓦製品

番 号 種  類

法 量 調 整
色  調 胎 土 焼 成 備 考 図版

長さ(m) 中目(cm) )享 さ(cm) 重 さ (g) 凸  面 凹  面

FF丸瓦 74 ヨヨナデ ヨヨナデ 淡寅拐色 密 や や軟

=F平
瓦 22 7 150 ヨヨナデ

布 H痕

糸切 り痕
淡灰禍色 密 良

をF｀「 瓦 28 8 27 5,150 ヨヨナデ
布 H痕

系切 り痕
淡賞掲色 密 軟

平瓦 4 800 斜 格
布 H痕

糸切 り痕
淡黄鶴色 常 やや歓

平五 3 400 斜 格
布 H痕

糸切 り痕
淡灰色 紀 やや軟

平瓦 23 2 20 2,850 格子Ⅲ‖き
布 H痕

糸切 り痕
灰色 密 民

平丘 21 2 900 ヨヨナデ 布 H痕 i央 灰色 密 やや軟

隅木霊瓦 25 5 000 格 子lllき
布 H痕

糸切 り痕
淡黄掲色 密 良

隅木蓋瓦 32 2 21 3,250 斜格 子叩 き
布 H痕

糸切 り痕
灰色 密 良

九瓦 28 2 200 ヨヨナデ
布 H度

糸切 り痕
淡灰色 密 良

九瓦 25 2,300 ヨヨナデ
布 H痕

系切 り痕
淡寅樹色 宅 やや軟

PxI斗 瓦 41 8 18 2,150 斜格 子叩 き
布 H痕

糸切 り痕
i炎 質禍色 窪

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内側 )

胎 土

焼 成
備 考 図版

外面 内 面

郭 護
日径 (121)

残高  33

笠形の天丼部か らなだ らかに Fが り稜 を

な して屈曲 し、日縁部は内傾する。日縁

端部は丸い。%残存。

回転ナデ I呵 転ナデ
色

色

灰

灰

密

③

杯 身
日径 (124)

残高  33

たちあが りは内傾 し、端部は内傾す る凹

面ななす。受部はやや上外方にのび、端

部は尖 る。/の 残存。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

⑤

郭 身
日径 (127)

残Ii 38

たちあが りは内傾 した後、直 立し、端部

は九 く仕 Lげ る。受部はと外方にひね り

出される。 %の残存。

① 回転ナデ

⑪ 転 ヘ ラケ ズ

ツ%

回転ナデ
青灰色

吉灰色

密

雰身
日径 (146)

残高  32

たちあが りは内傾 し、端部はわずかに内

傾す る段 をなす。受 部は上外方 にのび

る。/の 残存。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

③
21

姿
日径 (228)

残高  45

外反する日縁部。 日縁 下に断面三角形状

の凸帯 を貼付す る。内外面共に焼成時の

なぶ くれあ り。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

⑤
自然釉 21

養
口径 (190)

残高  36

断面三角形の貼付日縁。 日縁部上面に 2

条 1組の こ具による山形文を施す。胴部

外面に横方血の ミガキセ看取。

⑪ ヨヨナデ

⑪
ハ ケ→ ミカ

キ

剰離の為不明
寅鶴色

乳褐色

石・ 長 (1-3)

一霊
口径 (175)

残高  30
外反する日縁部。端部は「ヨ」字状に仕

Lげ る。/の 残存。

口⊃ヨヨナデ

① ハケ→ナデ
ケヽ→ナデ

乳黄白色

乳持色

石・ 長 (1-2)
令

C

一霊
日径 (205)

残高  33

複合口縁壷。 2本 1対の櫛構沈線文を 4

条横方向に、 2条縦方向に施す。 日縁端

部は面取 りする。小片。

ヨヨナデ ヨヨナデ
子L黄色

乳黄色

石

（
》

長(1～ 5)

高郭 残高  92
円筒状のFt部。内面に しlfIり 痕 を顕者 t

残す。郭底部は組み合わせ技法 による。
磨滅の為不明 ナ デ

乳赤橙色

乳桂色

石・ 長(1-5)
全

C
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SXl出 土遺物観察表 土製品

表21 S K19出 土遺物観察表 土製品

調 査 の 概 要

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内側 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外 面 内面

高郭
底径 (157)

残高  23

高1/tの 脚裾部片。 わずかに外反 し脚端部

1よ 「コ」宇状 に仕 |:げ る。外面に細かな

ミガキ調整 を施す。

∽ ヘラミガキ

抑⊃ヨヨナデ
ヨナデ

乳絶色

乳橙色

長石

令

◎

高郭
底径 (105)

残高  39

lヽTNの 脚部片。裾部に 3条、脚端面に 1

条問線文を施す。裸 L部 に二等辺三角形

状のlt線文を 2条ずつ施す。

磨滅の為不明 磨減の為不明
乳黄色

子し黄色

長石

令

◎

甕
底径  70
残高  85

わずかに Lげ底 を
「
とする装の底部。胴部

は斜め |:方 に直線的に立ち Lが る。底部

内面に指頭度 を残す。

⑪
ヘラミガキ

〇 ナデ
磨滅の為不明

平L貰色

乳楷色

イf。 長(1～ 2)

金

◎

爆斑

甕
底径 (71)

残高  63

わずかに Lげ底を
1と

す る寮の底部。%の

残存。

ナデ

(一 部ミガキ)

磨滅の為不明
赤褐色

暗協色

イf。 長(1～ 5)

命

◎

姿
底径 (59)

残高  59
Lげ底を1と する簑の底部。BIIl部 は外反気

味に,ち にがる。%の 残存。

ナデ

(一 部ケズリ)

廃滅の為不明
赤協色

赤r3色

長石

命

③

褒
底径 (90)

残高  42
r`底の底部。/の残存。 磨減の為不明

乳赤鶴色

乳黄白色

イf・ 受(1～ 5)

◎

一霊
底径 (98)

残高  49
平底の底語。%の残存。 慶減の為不明 磨減の為不明

乳貰鶴色

子し黄下1色

砂*こ 多し

◎

表20 包含層 (古代)出土遺物観察表 上製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内側 )

胎 土

焼 成
備 考 図版

外 面 内面

'不
護

口径 (204)

残高  17

hi'Iら な天片部か ら稜をな して属曲 しH縁

部は ド内方へ Fがる。 日縁端部は丸く仕

Lげ る。小片。

I司 転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

③

lTN
口径 (187)

残高  34
体部は内湾 し、日縁部はわずかに外反す

る。日縁端部は九 く仕 Lげ る。
同転ナデ Ⅲl転ナデ

灰色

灰色

密

◎

郭
日径 (178)

残高  27
内湾する日縁部。端部は九 く仕 Lげ る。

小片。
回転ナデ H転 ナデ

灰色

灰色

密

③

日径 (180)

残高  39

高台の付 くチ不の日縁部片。 日縁部は外反

し、日縁端部内画は岡む。 日縁 下tと で稜

を もつ。

① 同転ナデ

〇 回転ヘ ラケ

ズリ

H転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

郭
日径 (150)

残高  33
高台の付 くナ不。高台は外方にi4曲 し端部

は丸 く仕 上げる。底部の器壁は厚い。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

青灰色

密

◎

不
底径 (126)

残高  18

高台
'不

。高台は低 く、底体部の境 界よ

内側 に付 く。高台端部は九 く仕 とげる(

の残存。

% 回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

不
底径 (104)

残高  31
高台は低 く、底体部の境界付近に付 く。

端部は「ヨ」宇状に仕上げる。%の残存。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
自然釉

一霊
底径 (174)

残高  45

脚付塩の脚部か。外反する裾部。脚上位

に径0 9cm大の円了Lを 3方 向に穿つ。%の

残存。

回鋲ナデ 回転ナデ
青灰色

灰色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外側 )

色調
(内 側 )

胎 土

焼 成
備 考 図版

外 面 内面

郭 身
日径 (146)

残高  50
たちあが りは内傾 し、端部は九く仕 とげ

る。受部はほぼ水平にのびる。%の残存。

∽ 同転ヘ ラケ

ズツ%

∩ 回転ナデ

回転ナデ

(一部ナデ )

灰貢色

乳褐色

密

◎

床面出土
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S K19出 土遺物観察表 土製品

表23 SK2出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎 土

焼 成
備 考 図版

外 面 内面

郊 身
H径 (124)

残高  32

たらあが りは内傾 した後、直 立し、端部

は央 り気味 に九 く仕 Lげ る。受部は短 く

li外方にのびる。%の 残存。

1可 転ナデ I司 転ナデ
言灰色

灰色

密

◎

膠 残高 125

H縁部欠損。頸部 L位 と F位 に 2条のイ尤

線 を施す。沈線間に刺突列点文を施す。

径1 7cm大 の円fし を穿つ。

回転ナデ 回転ナデ
言灰色

岳灰色

密

◎

必 残高  70
H頸出

`欠
損。痛球形の胴部。胴中化 に従

1 5cm人 の円fし を穿つ。底部内面に粘 ヒ紐

巻 き I:げ jRを 残す。

⑪ I呵 転ナデ

②回転ヘラケズリ
拷

Ⅲl転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

褒
H径 (239)

残高  60

内湾す る日緑部。 日縁端部は、丸 く仕 L

げる。 H.lR部 境 に内外面共に稜 をもたな

tヽ 。/の 残存。

∪ ヨヨナデ

⑪ 磨 減 の為 不

明

磨滅の為不明
色

色

褐

偶

赤

赤

石・ 長 (1～ 3)

金

◎

褒
11径 (248)

残高  42
外反する日縁部。日縁端部はわずかに

「ヨ」 メ1大 1こ イ[tiげ る。 刀ヽチヤ。
磨滅の為不明 磨滅の為不明

乎L黄色

7し賞色

砂粒多 し

令

◎

甕
II径 (174)

残 I寄  49

わず力'に 外反する日縁部。日縁端部は丸

く仕 Lげ る。 H縁部境 内面に弱い稜を も ヨヨナデ
赤褐色

赤褐色

砂粒多し

③

蜜
日径 (192)

残高  44

lh i気味に iLら とがる日縁部。 日縁端は

上方につまみ Lげ、日縁端 I重 はわずかに

μlむ 。/の 残存。

磨滅の為不明 磨滅の為不明
子と橙色

乳橙色

石・長(1～ 7)

◎

壇
II径 (164)

残高  42
外反する日縁部。 日縁端部は「ヨ」字状

に仕 Lげ る。器をは厚い。スの残存。
ハケ→ヨヨナデ ヨナデ

乳白色

乳白色

石 長(1～ 5)

◎
黒斑

壷
口径 (204)

残高  46
外反するII縁部。日縁端部は「ヨ」字状

に仕 Lげ る。/の 残存。

ケ(6～ 7本/1cm)

→ヨヨナデ
ヨヨナデ

乳黄色

乳黄色

Ff・ 長(1～ 3)

金

◎

黒斑

褒
底径  48
残高  22

Lげ底を壇する姿の底部。 ヨヨナデ ナ デ
乳鶴色

黒色

石・ 長 (1～ 3)

全

◎

甕
底径  64
残高  38

外方に突出するわずかに上げ底を皇する

底部。%の 残存。
磨滅の為不明 磨減の為不明

茶褐色

掲色

石 。長 (1～ 4)

奄

◎

〓霊 残高  38
やや Lげ底を呈する底部。底端部は剰離

している。%の残存。
磨滅の為不明 磨減の為不明

乳橙白色

暗掲色

石・長(1～ 3)

○

子霊
底径  59
残高  39

やや外方に突出する平底の底部。底部外

面にヘラ状 二具による線刻あ り。
ナ デ ナ デ

乳色

乳色

石・ 長 (1-5)
金

③

表22 S K22出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

胎 土

焼 成
備 考 図版

外 面 内 面

郭 霊 残高  26
断面三角形の稜 をもち、日縁部は垂 下す

る。 日縁端部は内傾する。 日唇部に刻み

目を施す。 Bヽ 片。

回転ナデ 回転 ナ デ
青灰色

青灰色

密

⑤

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図版

外面 内面

褒
日径 (177)

残高 156

丸みのある断面三角形の粘土紐の貼付日

縁。日縁端面に刻み日セ施す。胴張 うで、

胴上位にヘ ラ描 き洗線文を 7条施す。

⑥ノサ‐ヨヨナデ

⑩ ヘラミガキ
ナ デ

茶褐色

茶偶色

石・ 長 (1～ 3)

金

⑤

褒
日径 (291)

残高  80
断面方形状の貼付日縁を里する甕。日縁

部上部は、ナデ凹む。/の残存。
磨減の為不明 磨滅の為不明

乳褐色

乳橙色

石・ 長 (1～ 5)
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内 面)

胎 土

焼 成
備 考 図版

タト雇] 内 面

口径 (158)

残高  67

壊部は直 上し、日縁部は外反す る。 日縁

瑞部は丸い。頸部にヘラ描 きlt線 文を 3

条以 L施す。/の 残存。

① ヨヨナデ

⑪
ハケ→ナデ

磨滅の為不明
乳貰白色

乳黄白色

長石

金

◎

甕
底径  (62)

残高  48
わずかにLげ蘇をとする底部。%の 残存。 磨滅の為不明 磨減の為不明

赤推色

赤憶色

イf。 長(1～ 5)

◎

SK2出 土遺物観察表 土製品

調 査 の 概 要

表24 SK6・ SK8出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面)

胎 上

焼 成
備 考 図版

外 面 内 面

寮
H径 (250)

残高  82

flT面 三角形の貼付 H縁 をせする姿。 日縁

端部に剤み円を施す。胴部にヘラ描 きlt

線文 6～ 8条 と刺突文を施す。

ヨヨナデ ヨナデ
黄rl色

賞白色

イf。 長 (1～ 3)

金

③

SK6

簑 残高  93

長頸ぜ、日頸部は L外 方に開 く。頸部 下

fと に凸帯を貼 り付け凸帯 上に刻み 日を施

す。ヘラ結 き沈線文 5条。 1司 頸部内面 に

貼 リイヽ「け RI帯 をもつ。

ケ→ヘラミガキ
乳黄色

乳黄色

石 。長 (1-3)
金

◎

SK6

一霊
日径 (160)

残高 162

折 り曲げ旧縁の喪。 1同 部の張 りは弱い。

日縁端部に刻み日、胴部にヘラ描 き沈線

文を 6条施す。

①ハケ

⑪ ヘラミガキ

Θ ナデ

⑪ ヘラミガキ

乳黄色

乳黄色

一長石

金

◎

SK8

と電
底径 (90)

残高  62
平底の底部。 1周 部は直上気味 に工ち にが

る。
務減の/J不 明 磨減の/3不明

乳樹色

弼色

石・長(1～ 2)

③
SK8

甑
底径  76
残高  45

蜜の転用品か。径07～ l cmの 孔 を穿つ

(焼成後穿子し)。

ナ デ ケヽ (一 部)

色揚

色

乳

鶴

石・ 長(1-5)
全

◎

SK8

表25 S K10～ 14出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法 量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 (外面)

色調
(内 面)

胎 土

焼 成
備 考 図版

外 面 内面

姿
日径 (287)

残高 126
丸みのある断面三角形の貼付日4表 を七す

る簑。胴部は無文。/の残存。

① ヨヨナデ

⑪ ヘラミガキ

①
ヨヨナデ

⑩ 磨 減 の為 不

明

子し黄色

乳橙色

石・長(1-5)
◎

S K10

一霊
口径 (260)

残高  30

外反する日縁部。「職 端両端に刻み「1を

施す。 日縁部 上部 に刺突 文 を 2列 に施

す。%の残存。

ヨヨナデ ヘラミガキ
乳黄色

黒色

石

全

③

長(1-2)
S K10

褻
口径 (210)

残高  26

折 り曲げ日縁。 日縁端部に浅い刻み目を

施す。胴 上位にヘラ描 き沈線文を 4条以

L施 す。小片。

磨滅の為不明 ョヨナデ
乳賞白色

乳貰白色

石・長(1-3)
◎

S Kll

一霊
日径 (176)

残高  44
外反する日縁部。日縁端部は「ヨ」字状

に仕Jiげ る。/の 残存。
ヽケ 磨減の為不明

乳褐色

乳黄拐色

石 。長(1-3)
◎

S Klこ

蜜 残高  35
丸みのある断面三角形の貼付口縁を呈す

る姿。日縁端部に刻み月を施す。小片。
磨減の為不明 ヨヨナデ

乳黄掲色

乳黄色

石 。長 (1～ 3)

金

◎

S K12

重
底径  (56)

残高  57

わずかに上げ底を呈する底部。内外面英

にヘラミガキ調整を施す。%の残存。
ヘラミガキ ヘラミガキ

乳橙色

写し黄色

石・長(1)

◎
S K12

褒
日径 (198)

残高  47
断面方形状の貼付日縁を呈する甕。日縁

端部に刻み目を掩す。/の 残存。
磨減の為不明 磨滅の為不明

乳貰色

乳樋色

石 長 (1～ 5)
S K13

≡旺 残高  54
壊部に断面三角形の凸帯を貼 り付け、凸

帯上 に押庄痕 を残す。凸帯 下にヘ ラ描 き

lt線 を 3条施す。

ヨヨナデ ヘラミガキ
灰褐色

灰褐色

石・長(1～ 3)

◎
S K14

高堺 残高  26
高イの

'本
部。小片。 日縁部に 3条以 との

凹線文を施す。 日縁部上部はわずかにナ

デ凹む。

ヨヨナデ ヨヨナデ
灰掲色

灰褐色

石・長(1～ 2)

◎
S K14
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表26 S K18出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面)

と調
(内 面)

胎 土

焼 成
備 考 図版

外面 内面

甕
日径 (206)

残高  92

丸みのある新hi三 角形の貼付日IAセ 将!す
る姿。H縁端用

`に

刻み日を施す。胴出
`外

面
はタテ方向 内画はヨヨ方向の細力'い へ

ラミガキを施す。/の残存。

⑪ ヨヨナデ

⑩ ヘラミガキ

① ヨヨナデ

⑪ ヘラミガキ

赤褐色

乳赤褐色

イ子・ 長 (1～ 3)

全

⑤

喪
日径 (143)

残高  75
断両方形状の貼付H縁を早する饗。 B阿 訂

`

の張 りは弱い。%の 残存。

⑭ ヨヨナデ

⑪
ハ ケ→ヘ ラ

ミガキ(一 部)

磨滅の為不明
乳黄禍色

乳黄褐色

石・長(1～ 4)

◎

簑
日径 (193)

残高 173
折り曲げH縁の簑。胴部の張りは弱t

%の残存。

⑪ ヨヨナデ

⑪ ヘラミガキ

① ナデ

⑪ ヘラミガキ

赤禍色

乳赤褐色

石 。長(1～ 5)

◎
黒斑

甕
日径 (144)

残高 167
折 りHIげ H縁の突。 H径 とlH部 最大径を

等 しくする。%の 残存。

① ヨヨナデ

⑩ ヘラミガキ

∪ ナデ

⑩ 磨 滅 の為 不

明

灰褐色

灰褐色

イF・ 長(1～ 3)

③
黒斑

簑
H径 (310)

残高 174
xFf面 三角形の貼付日縁を1と する姿。胴部

の張りは強い。/の 残存。

① ヨヨナデ

⑩
ハ ケ→ヘ ラ

ミガキ

ナデ (指頭痕 )

赤禍色

乳褐色

石 。長 (1～ 3)
黒斑

褻
底径 (58)

残高 130

わずかに I:げ底を'と る底剤
`。

】l・ 部!れを線的に立ち Lが る

95と 同一lll体か。

ヘラミガキ ナ デ
乳貰褐色

乳黄褐色

石

Ｃ

・ 長 (1～ 3)

寮
底径 (68)

残高  36
わずかににげ底をIと する底部。%の残存。 ナ デ ナ デ

赤特色

赤褐色

石

Ｃ

。長 (1～ 5)

遺 物 観 察 表

表27 ビット出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎 上

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

甕
H径 (300)

残高  73

折 り曲げ口縁の蜜。 1職端部に刻み日を

施す。胴部の張 りは強 く櫛描 き沈線文を

8条施す。

ヨヨナデ
ヨヨナデ

(一 部ハケ)

黄灰色

黄灰色

石 。長 (1～ 5)
S P82

賽
日径 (253)

残高  37
貼付同縁の寮。日縁端部は欠損。lΠ 部に

櫛描 き沈線文を 7条以 L施 す。小片。
ナ デ ヨヨナ デ

暗褐色

暗褐色

石・ 長 (1～ 3)
S Pl13

子笠
口径 (165)

残高  98
頸部は内傾 し、日縁部は外反する。 11縁

端部は「ヨ」字状に仕 Lげ る。%の残存。

ヨヨナデ

(一部ハケ)

① ヨヨナデ

⑩ ヘラミガキ

黄自色

黄白色

石

金

《
》

長 (1～ 5)

S P82

甕
底部  61
残高  77

わずかにとげ底を望する底部。 ナ デ ナ デ
茶褐色

暗褐色

石・ 長 (1～ 7)
S P155

甕
底径  65
残高  51

やや とげ底 を呈する底部 ヘラミガキ ナ デ
早し褐色

茶褐色

石・ 長 (1～ 5)
S P 155

甕
底径 (80)

残高  64
f底の底部。 磨減の為不明 ナ デ

乳憶色

褐色

石・長(1-5)
③

S P16

黒班

重
底径 (122)

残高  35
大きな平底の喉郡。 磨減の為不明 磨減の為不明

赤褐色

子L黄色

石 。長(1～ 5)

③
S P82

と霊
底径 (86)

残高  44
わずかにたげ底を呈する底部。%の残存。 磨減の為不明 磨減の為不明

乳色

乳白色

石 。長(1-7)
◎

S P132

壷
底径  62
残高  32

わずかにとげ底を呈する底部。 磨滅の為不明 ナデ
色

色

橙

橙

赤

赤

石・長 (1～ 3)

⑥
SP6

壷
底径 (67)

残高  38
中央部がわずかに凹む底部。器壁は厚い。

%の残存。
磨減の為不明

乳黄褐色

茶掲色

石 。長 (1～ 3)
S P276
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表28 包含層 (弥生)出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cln) 形 態 。 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎 土

焼 成
備 考 図 版

外 面 内面

甕
日径 (228)

残高  61

断面三角形の貼付日縁の甕。 日縁端 に刻

み 目を施す。胴部にヘ ラ描 き沈線文 と策」

突文を施す。%の 残存。

ナ デ ナ デ
乳黄色

子t黄褐色

石 。長(1～ 5)

③

甕
日径 (128)

残高  98
折 り曲げ日縄 胴部の張 りは強 くヘラ描

きの沈線文を4条施す。%の 残存

① ヨヨナデ

⑪ 磨減の為不

明

① ヨヨナデ

⑪ 一部ハケ

黄灰色

黄灰色

石・長(1～ 7)

③

甕
日径 (328)

残高  53

逆「 L」 字型日縁の襲。 日縁端 は「ヨ」

字状 に仕 とげる。断面三角形の凸帯を貼

付 し、凸帯 上に押 ,こ 痕 を施す。

磨減の為不明 ヨヨナデ
乳黄色

乳褐色

石 。長(1～ 5)

◎

甕
日径 (140)

残高  50
折 り曲げ口縁の甕。器壁は薄い。 Jヽ 片。 磨減の為不明 磨減の為不明

乳褐色

乳褐色

石・長(1～ 5)

◎

蓑
口径 (166)

残高  34
外反する日縁部。 日緑端部はナデ凹む。

小片。
ケヽ→ヨヨナデ ケヽ→ ヨヨナデ

乳褐色

乳褐色

石・長(1-3)

◎

甕
日径 (138)

残高  45

「 く」の字状 日縁 を皇す る嚢。 日縁端部

はわずかに上方 tと つ まみ上げ られる。小

片。

磨減の為不明 磨減の為不明
赤褐色

暗褐色

石・長 (1～ 3)

③

士領
日径 (204)

残高  30
外反す る日縁部。 日縁端部は「ヨ」字状

に仕 上げる。日縁端下面 に刻み目を施す。
磨減の為不明 磨減の為不期

乳黄色

黄灰色

石・ 長 (1～ 5)

金

③

鉢
日径 (200)

残高  32
外反日縁 を呈する鉢。小片。 磨減の為不明 磨減の為不期

乳褐色

茶褐色

石・長(1～ 3)

◎

ジョッキ

形土器
残高  42 ジ ョッキ形土器の把子 ナ デ ナ デ 茶褐色

石・長(1～ 5)

◎

H7 手霊
底径  (90)

残高  42
わずかに上げ底を呈する医部。%の残存 磨滅の為不明 磨減の為不明

暗褐色

褐色

石・長(1～ 3)

◎

と笠
底径  (80)

残高  55
中央部がわずかに上げ底を皇する底部。

%の残存。
藩減の為不明 磨減の為不明

黄白色

黄自色

石 。長(1-5)
◎

と笠
底径  (86)

残高  39
Lげ底を呈する底部。%の残存。 ナ デ ナ デ

乳褐色

暗褐色

石 。長(1-3)
◎

調 査 の 概 要

表29 S K32出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 (外画)

色調
(内面)

胎 上

焼 成
備考 図版

外 面 内 面

郭 蓋
日径 (108)

残高  23
小片。日縁端部は央 り気味に丸く仕 上げ

る。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

③

高イ 残高  65 高lAの 柱部。 1条 の沈線が巡 る 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

郭

日径 (144)

底径  73
器高  36

日縁部はやや外反 し、端部は先細 りする。

底部の切 り離 しは回転系切 り技法 によ

る。%の 残存。

ヨヨナデ ヨヨナデ
乳褐色

乳褐色

密

◎

碗

日径 118
底径  49
器高  72

肥前系の陶器碗。半透明の くすんだ青緑
色の釉が全体を覆う。文様は薄い藍色を

呈する。たたみ付けには薄 く目砂が付着
する。2/8の 残存。

不 明 不明
灰色

灰色

密

◎

重
底径  (72)

残高  91
上げ底を呈する底部 ヘラミガキ ナ デ

茶褐色

暗褐色

石・ 長(1～ 3)

◎
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表80 包含層出土遣物観察表 石製品

番号 権 残存 材質
法 量

倫 考 図版
長さ(cmJ 幅 (Cml 厚さ(cln) 重さ(g)

1柱状片刃石斧 ほぼ完形 結晶片岩 (14劾 4・ 5 304 9 26

石庖
「

% 構品片岩 (7.3) (4-n 37.9 26

石鉄 ほぼ党形 ナタカイト (291 (1.91 205 20

遺 物 観 察 表
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第Ⅳ章 調査の成果 と課題

来住廃寺19次調査は国↓旨定史跡「来住廃寺」に関する寺域確認 と南面回廊状遺構の検出を主目的 と

して実施 した。調査・研究の結果、回廊状遺構を含む官衡関連遺構 と寺域関連遺構の様相を追求する

もの となった。

まず、回廊状遺構は来住廃寺 2次調査で東面回廊が検出された当時、来住廃寺の主要胸H藍であると

されていた。その後、 5次、 7次調査で、それぞれ北面、西面回廊の存在が確認され、寺院の西側部

分の一部を取 り囲む遺構であることが判明 した。それと同時に7世紀後葉の造立 と考えられる来住廃

寺に先行するものであることが明らか となった。現在では回廊状遺構は寺院建立以前の斉明天皇の「石

湯行宮」の一部にあたるもの と推定されている (松原弘宣 1990)。

今回の調査では、過去の調査 と同様に回廊の外側及び内側柱列をそれぞれ検出した。加えて夕H則柱

列に接続 した門 と回廊を取 り囲む区画溝の一部を検出した。回廊の構造は外側柱列 と内側柱列 とで掘

り方の形状や規模等が異なる点など、これまでの調査成果を追充する結果 となった。

注目すべき点は回廊を構成する柱穴の配置である。外側柱列の柱穴の並びに対 し、内側柱列の柱穴

は直交せず、やや東方向に寄っているのである。これは何に起因するものなのであろうか。回廊自身

の構造なのか、それとも、外側柱列 と内側柱列が別の要素をもつ遺構であるのか、今後、回廊の全容

を解明するとともに、研究課題のひとつになるであろう。

このほか、回廊の内側部分ぜ概列SAlを 検出した。本稿では来住廃寺に先行する遺構であると考

えている。形状はおそらく方形状になるもの と思われ、回廊 とほぼ同じ方位をとっている。建物方位

や柱穴埋土等から判断すると、回廊 とSAlと は時期をあまり隔てることなく存在 していた可能性が

考えられる 〔ただ し、SAlと 重複するSXl(来 住廃寺創建瓦が出土)と の前後関係は不明な点が

あり、今後、周辺の調査の結果次第では、SAlの 時期が来住廃寺創建以降に下る可能性 もある〕。

回廊、門及び概列については、時期を特定できるような遺物の出土はあまりみられなかったが、今

後、回廊 と概列 との関係や、それぞれの年代などを正確に把握 し、寺院創建以前の来住台地の状況な

どを的確につかむ必要があろう。

次に、来住廃寺に関 してであるが、現在までの調査成果を簡単に説明する。来住廃寺は 7世紀後葉

に前述の回廊を取 り壊 した後に造営された白鳳期の寺院 と考えられている。昭和42年の調査によつて

現在の長隆寺境内の土壇が塔基壇であることが確認され、その後の調査で、基壇の北方約50mの 地点に

僧房が確認された。 しかしなが ら、寺院の正確な建物配置や寺域の広が りなどは不明な点が多い。

今回の調査では、来住廃寺に直接関連する資料は残念ながら得 られなかつたが、寺院存続期に建て

られたと考えられる掘立柱建物址及び柵列SA2を検出した。掘立柱建物柱穴内には細縄叩きを施 し

た平瓦が置かれており、出上 した須恵器などとともに、当該期の建物址 と判断 した。

寺域に関しては調査地内において、その西限を示すような資料は得 られなかつた。塔基壇の位置や、

これまでの調査成果及び今回の調査結果などから判断すると、調査区のやや東方に寺域の西限がある

可能性が高いと考えられる。

松山平野には白鳳時代の寺院が 8ヶ所知られている。来住廃寺のほか、湯ノ町廃寺 。内代廃寺 。中

村廃寺・朝生田廃寺 。中ノ子廃寺・千軒廃寺 。上野廃寺である。
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成 果 と 課 題

自鳳期ヽ日本の政治の中核である近畿地方は別として、これだけの寺院が地方の限られた一地域に

存在するところはごぐ稀である.。 来住廃寺の調査成果は古代の松山平野、 とりわけ来住 。久米地区を

考えるうえでは貴重な資料となるものである。

今後、寺域の範囲や建物配置などを明確にし、来住廃寺の全貌を明らかにするとともに、それに関

連する遺構・遺物に関して詳細な調査成果を上げなければならない。そして、過去の調査成果をふま

えて、古代の来住 。久米地域の復元、 とりわけ、久米官衡及び来住廃寺関連の遺跡群の全容把握を行

うことが急務であろう。

〔参考文献〕

松原 弘宣  「伊予国久米評の成立と回廊状遺構とけ日本歴史 第504号』

『愛城県史―原始・古代 1-ょ 愛城県史編纂委員会 1982

「松山市え料集 第 2巻―を古編II―』松山市史料集編集委員会 1988-
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図 版 例 言

1.遺構の撮影は調査担当者及び大西崩子が行つた。

使用機材 :

カ メ ラ  アサヒペンタックス67  レ ン ズ  ペンタックス67 55tlullF 4 他

ニヨンニューFM2他        ズームニッコーブレ28～ 85111al 他

フ ィブレム  ネオパンSS

2.遺物の撮影は、大西が行つた。

使用機材 :

カ メ ラ  トヨ/ビュー45G  レ ン ズ  ジンマーS24011ull F5.6 他

ス トロボ  ヨメット/CA-322灯・ C B2400 2灯 (バンク使用)

スタンド他  トヨ/無影撮影台・ウエイトスタンド101

フ ィアレム  白 黒 プラスXパン 4× 5

カラー エクタクロームEPP 4× 5

3.遺構写真の焼き付け及び遺物写真のフィブレム現像 。焼き付けは、大西が行つた。

(白黒に限る。)

使用機材 :

引 伸 機  ラッキー450MD     レ ン ズ  エ7t/・ ニッコータン13511ullF5。 6A
ラッキー90M s      レ ン ズ  エァレ・ニッコーブレ50111111F2.8N

印 画 紙  インフォードマアレチグレードШRC

【参考】 『4文写真研究』 Vol.1 1990 V01,2 1991 VOl.3 1992

Vol.4 1993 Vol.5 1994           〔大西朋子〕



図
版

一

1.調査前全景 (南西より)

2.西壁土層 (南東より)



遺構検出状況① (南東より)

2.遺構検出状況② (東 より)



鯉

オ・

1.遺構検出状況③ (北東より)

2.回廊状遺構検出状況① (南 より)



図
版
四

1.回廊状遺構検出状況② (西 より)

回廊状遺構検出状況③ (西 より)



図
版
五

1.門検出状況 (南 より)

柵列SAl検出状況 (南 より)
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1.柵列 SA2・ 掘立 3検出状況 (北 西より)

2.掘立 1・ 掘立 2検出状況 (北東より)



図
版
七

監IⅢl
1.掘立 1(S P67)遺物出土状況 (西 より)

2.掘立 1(SP7)遺 物出土状況 (南 より)



図
版
八

1.掘立 2(S P99)遺物出土状況 (南西より)

2.SXl検 出状況 (北東より)
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1.SXl遺物出土状況① (南西より)

2.SXl遺物出土状況② (北 より)
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1.SXl遺物出土状況③ (東 より)

2。 SDl～ 4。 S K18,S K19検 出状況 (西 より)
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1.S K19遺物出土状況① (南東より)

2.S K19遺物出土状況② (南東より)



1.SK2検 出状況 (南 より)

2,SK8検 出状況 (北 より)



1。 SK2遺 物出土状況 (南 より)
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2.S K18遺物出土状況 (南 より)
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1.回廊状遺構出土遺物 (1・ 2・ 4・ 5)門出土遺物 (3・ 6・ 7)

2.掘立 1出土遺物①
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1.掘立 1出土遺物② (17・ 18)掘立2出土遺物 (19～ 21)
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1. SXl出土遺物①
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1.SXl出土遺物②
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1.SXl出土遺物③
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1。 SXl出土遺物④
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1.SXl出土遺物⑤
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1. SXl出土遺物⑥ (34～ 39。 44)S K19出 上遺物 (58・ 60・ 61)S K22出 土遺物 (72)
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1. SK2出 土遺物 (73～ 75)SK6出 土遺物 (77・ 78)
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1. SK8出土遺物 (79・ 81)S K10出 土遺物 (82・ 83)

S K13出上遺物 (88)S K14出 土遺物 (89)

S Kll出 土遺物 (84)
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1. S K18出 土遺物

- 1
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114

1。 S P82出 土遺物

S K32出 上遺物

122

(98。 100)S P 155出 土遺物 (101・ 102)

(122・ 123)

123

包含層出土遺物① (108～ 110。 114・ 117)
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1.包合層出土遺物②
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